
２月号’０８
町民の動き

平成２０年１月１日現在
前月より

男 １０，４０１ ＋４
女 １１，０５８ －５
計 ２１，４５９ －１
世帯 ８，１５２ ＋８

http:／／www.town.kitaj ima.lg.jp/

２２００歳歳のの決決意意もも新新たたにに
ハハカカママ姿姿でで成成人人式式にに出出席席第第７７２２６６号号
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平
成
二
十
年
度

北北
島島
町町
臨臨
時時
職職
員員
等等
募募
集集

次
の
と
お
り
臨
時
職
員
等
採
用
予
定
者
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〔
職
種
〕

■
一

般

事

務

■
保

育

士

■
保
健
師
又
は
管
理
栄
養
士

■
図
書
館
司
書

■
調

理

員

■
清
掃
作
業
員

■
幼
稚
園
助
教
諭

■
学
校
用
務
員

■
文
書
配
送
員

〔
募
集
人
員
〕

各
職
種
と
も
若
干
名

〔
受
験
資
格
〕

・
保
育
士
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対

し
て
保
育
士
登
録
手
続
き
を
行
っ

た
人
か
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
登
録
手
続
き
が
で
き

る
人

・
保
健
師
は
、
保
健
師
免
許
証
を
持

つ
か
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

・
管
理
栄
養
士
は
、
管
理
栄
養
士
登

録
証
を
持
つ
か
、
平
成
二
十
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
人

・
司
書
は
、
司
書
資
格
証
明
書
を
持

つ
か
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

・
幼
稚
園
助
教
諭
は
、
幼
稚
園
教
諭

免
許
状
を
持
つ
か
、
平
成
二
十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人

〔
募
集
締
め
切
り
日
〕

平
成
二
十
年
二
月
二
十
一
日
�

〔
必
要
書
類
〕

写
真
を
貼
付
し
た
履
歴
書
を
総
務

課
へ
提
出
の
こ
と
。
な
お
、
保
育
士

は
保
育
士
証
の
写
し
、
保
健
師
は
保

健
師
免
許
証
の
写
し
、
管
理
栄
養
士

は
、
管
理
栄
養
士
登
録
証
の
写
し
、

司
書
は
司
書
資
格
証
明
書
の
写
し
、

幼
稚
園
助
教
諭
は
幼
稚
園
教
諭
免
許

状
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と

〔
試
験
日
時
・
場
所
〕

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日
�

午
後
一
時
三
十
分
〜

一
般
事
務
、
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
、
調
理
員
、
幼
稚
園
助
教
諭
、
学

校
用
務
員
、
文
書
配
送
員
は
、
北
島

町
総
合
庁
舎

保
育
士
は
、
北
島
町
立
保
育
所

清
掃
作
業
員
は
、
北
島
町
清
掃
セ

ン
タ
ー

司
書
は
、
町
立
図
書
館

〔
試
験
内
容
〕

面
接
試
験

※
賃
金
・
労
働
条
件
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。�

六
九
八
―
九
八
〇
一

町
道
２５
号
線
老
門
橋
拡
幅
工
事

（
下
部
工
）
の
お
知
ら
せ

二
月
下
旬
頃
か
ら
橋
の
拡
幅
工
事
（
下
部
工
）
を
施
工
致
し
ま
す
。
場

所
は
中
村
字
岸
ノ
上
・
井
利
ノ
口
。工
事
内
容
は
橋
台（
東
西
側
二
箇
所
）

の
新
設
で
す
。
施
工
中
、
橋
の
通
行
止
め
等
で
皆
様
方
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

建
設
課

�
六
九
八
ー
九
八
〇
八

税税
務務
署署
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告
は
自
分

で
書
い
て
お
早
め
に

確
定
申
告
は
正
し
く
期
限
内
に

所
得
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
は
、

三
月
十
七
日
�
が
申
告
・
納
付
の
期

限
で
す
。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）の
確
定
申
告
は
、三
月
三
十

一
日
�
が
申
告
・
納
付
の
期
限
で
す
。

申
告
書
は
ご
自
身
で
作
成
し
て
、

で
き
る
だ
け
郵
送
等
で
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
行
っ
て
来
た
。
中

学
校
の
同
級
生
の
Ｓ
君
が
、
現
地
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
お
り
、
今
回
、

又
現
地
へ
行
く
と
の
事
で
Ｎ
君
と
二

人
で
同
行
し
た
。

ホ
テ
ル
は
世
界
遺
産
の
ア
ン
コ
ー

ル
ワ
ッ
ト
の
近
く
に
取
っ
た
。
近
年

こ
の
都
市
は
こ
れ
等
の
遺
跡
群
を
含

め
た
観
光
産
業
が
活
発
で
、
大
型
ホ

テ
ル
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
が
、

情
緒
あ
る
オ
ー
ル
ド
ス
ト
ア
ー
の
解

体
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
ク

メ
ー
ル
王
朝
の
最
盛
期
に
建
て
ら
れ

た
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
は
、
当
時
の

優
れ
た
石
造
建
築
技
術
と
、
規
模
の

大
き
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
と
共
に
、

大
き
な
権
力
と
財
力
の
明
し
を
感
じ

た
。
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
Ｓ

君
が
以
前
か
ら
交
流
の
あ
る
辺
地
の

児
童
数
八
十
名
規
模
の
小
学
校
で
、

運
動
会
の
企
画
、
運
営
を
す
る
事
に

あ
っ
た
。
運
動
会
と
い
う
事
自
体
学

校
行
事
に
な
く
、
大
変
珍
し
が
ら
れ

た
。
種
目
は
パ
ン
喰
い
競
走
、
綱
引

き
、
二
人
三
脚
、
リ
レ
ー
で
あ
っ
た
。

競
技
終
了
後
、
準
備
し
た
賞
品
の
ノ

ー
ト
、
エ
ン
ピ
ツ
を
渡
す
と
大
喜
び

を
し
て
い
た
。

こ
の
様
な
さ
さ
や
か
な
国
際
交
流

が
、
世
界
平
和
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

（２）町報２００８．２



１ 医療費の自己負担

※３割となる方は同一世帯の７０歳以上の方のうちどなたかが課税所得額１４５万円以上、かつ合計収入が高齢者複数世帯
で５２０万円以上、高齢者単身世帯で３８３万円以上の方です。この基準は老人保健と変わりありません。

２ 高額医療・高額介護合算制度

＊・医療費が２６７，０００円を超えた場合、超えた分の１％を加算した金額が自己負担限度額となります。
・過去１年間に（Ａ）の自己負担額を超えた高額医療費の支給が４回以上あった場合、４回目以降は４４，４００円となります。

高額医療・高額介護
合算制度自己負担限度額

６７０，０００円

５６０，０００円

３１０，０００円

１９０，０００円

自己負担限度額

外来＋入院（世帯）

＊８０，１００円＋１％（Ａ）

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

外来（個人ごと）

４４，４００円

１２，０００円

８，０００円

区 分

一定以上所得者（３割負担）

一般

区分�

区分�
住民税

非課税世帯

３ 入院時の食事代

◆療養病床に入院する場合

１日あたりの
住居費

３２０円

３２０円

３２０円

０円

１食あたりの
食費

４６０円※

２１０円

１３０円

１００円

区 分

一定以上所得者

一 般

町民税非課税世帯（区分�）
町民税非課税世帯（区分�）

老齢福祉年金受給者

※一部医療機関では４２０円となります。
◎入院医療の必要性が高い状態が継続する患者や回復期リハビリテー
ション病棟に人院している患者については、食材費相当のみの負担
となります。

１食あたりの
食事代

２６０円

２１０円

１６０円

１００円

区 分

一定以上所得者

一 般

９０日未満

９０日以上

町民税非課税世帯（区分�）

町民税非課税
世帯（区分�）

町民税非課税世帯の方は申請すると「限度額適用・
標準負担額減額認定証」が交付され、食事代が安く
なります。

老人保健制度が２０年４月から後期高齢者医療制度に変わります

これまで、国民健康保険、健康保険組合や共済組合などの医療保険制度に加入しながら「老人保健制度」で
医療を受けていた７５歳以上の方（６５歳以上７５歳未満の一定の障害を有する方を含む）は、平成２０年４月から新
たな医療保険制度となる『後期高齢者医療制度』で医療を受けることになります。

医療機関の窓口では、「現行の老人保健と同様、かかった医療費の１割または３割」を医療機関の窓口に支
払っていただきます。また、月ごとの負担は上限額までとなり、それを超えた分については、高額医療費とし
て支給されます。

同一世帯の被保険者において、医療保険の患者負担と介護保険の自己負担の両方が発生している場合に、こ
れらを合わせた額について年額の上限を設け、それを超えた分について支給される高額医療・高額介護合算制
度を新たに設けます。

医療機関に入院された方については、現行の老人保健と同様の負担となります。

◎交通事故等の第三者行為で、保険を使って治療を受ける場合には早急に届け出てください。
◎後期高齢者医療制度は徳島県後期高齢者医療広域連合と、北島町とが連携して事務を行います。
各種届出の受付等は北島町保険福祉課で行います。

【お問合せ先】北島町保険福祉課 老人保健係 電話６９８―９８０５ ファクシミリ６９８―８４９４

（３） 町報２００８．２



「ねんきん特別便」を受け取られた方へ「ねんきん特別便」を受け取られた方へ

～ご自身の年金記録の確認をお願いいたします～

　ご住所の訂正（変更）は、ご自身による手続きが必要となります

ので、お手数ですが下記のいずれかの窓口へ申し出をお願いい

たします。

　◎国民年金に加入している方は、市区町村役場の国民年金担

　　当窓口へ

　◎厚生年金に加入している方やその配偶者の方（※）は、お勤

　　めの会社などへ

　◎年金を受給されている方は、最寄りの社会保険事務所へ

※会社員や公務員の被扶養配偶者の方
　　お手数をお掛けいたしますが、お手元に届きました「ねんきん特別便」により、ご自身のお
　勤め先などの欄に記載もれがないか、また、資格取得年月日･資格喪失年月日の誤りがない
　かなどを十分にご確認の上、必ずお手続くださいますようお願いいたします。ご不明な点な
　どがございましたらお近くの社会保険事務所までご相談ください。

保険福祉課す

■徳島北社会保険事務所

088-655-0200

■徳島南社会保険事務所

088-652-1511

■阿波半田社会保険事務所

0883-64-3128

【お【お問い問い合わ合わせ】せ】

「ねんきん特別便」と記録統合までの流れ

●記録が結びつく可能性がある方
　　：平成20年3月までを目途に送付
●その他の方
　　：平成20年4月から10月までを目途
　　　に送付

◎注意！お手続きをいただかないと、記録は
　統合できません。
●訂正がない場合：「確認はがき」を郵送
●訂正がある場合：年金記録照会票に記入し
　て手続き

ねんきん
特別便を送付

ご自身による

記録の確認

ご自身による

回答

社会保険庁に
よる調査･確認

記録の統合
（確認完了）

（４）町報２００８．２
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4月から国民年金の納付は、便利で安心な
口座振替による前納制度はいかがですか?

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書について

4月から口座振替による保険料納付をご希望の場合は 2月末 までにお申込をお願いします。
　国民年金保険料の納入に口座振替を利用されますと、預（貯）金口座から自動的に保険料を納めることができますので、納
めに行く手間と時間が省け、納め忘れの心配がなくなります。
　また、早割（当月末振替）、6カ月、１年前納の場合は保険料が割引になります。

　年の途中から国民年金に加入された場合など、平成19年10月2日から12月31日までの間に、はじめて保険料の納
付をされた方については、2月上旬に控除証明書を発送することとしています。

控除証明書専用ダイヤル

　　TEL 0570-00-9911（平成19年11月１日～平成20年3月14日、平日9：00～17：00）

口座振替の種類について

　（1）通常納入（翌月末振替）…………………………………割引なし
　（2）早割（当月末振替）………………………………………１カ月　　50円の割引※
　（3）6カ月前納 ………………………………………………6カ月　960円の割引※
　　　　（4月～9月分までを4月末に振替、10月～翌年3月分までを10月末に振替）
　（4）１年前納 …………………………………………………１年　3，550円の割引※
　　　　（4月～翌年3月分までを4月末に振替）
　※上記金額は、平成19年度の場合です。

手続きについて

　●お申し込み先　社会保険事務所、口座をお持ちの金融機関（申込用紙は、窓口に備え付けています）
　●ご持参いただくもの　年金手帳等（基礎年金番号が確認できるもの）、預金通帳、金融機関届出印
　※現在、口座振替による前納されている方で引続き同様の前納を希望される方は、再度お申込の必要はありません。

お知らせ平
成
二
十
年
四
月
か
ら
国
民
健
康

保
険
税
に
お
い
て
、
特
別
徴
収
制
度

（
年
金
天
引
き
）
が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
次
の
方
で
す
。

◎
対
象
者

世
帯
の
加
入
者
が
六
十
五
歳
以
上

七
十
五
歳
未
満
の
方
（
七
十
五
歳
以

上
の
方
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

加
入
）
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
国

保
世
帯
の
世
帯
主
（
擬
制
世
帯
主
を

除
く
）
で
、
年
額
十
八
万
円
以
上
の

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、

介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
の

合
計
額
が
年
金
支
給
額
の
二
分
の
一

を
超
え
る
方
に
つ
い
て
は
、
年
金
か

ら
の
徴
収
は
行
わ
れ
ず
、
い
ま
ま
で

ど
お
り
の
納
付
書
又
は
口
座
振
替
に

よ
る
普
通
徴
収
（
個
別
納
付
）
と
な

り
ま
す
。

※
擬
制
世
帯
主

世
帯
主
が
社
会
保
険
に
加
入
し
て

い
て
、
国
保
の
被
保
険
者
で
な
い
世

帯
主
の
場
合
で
も
、
世
帯
内
に
被
保

険
者
が
い
る
と
き
は
そ
の
世
帯
主
を

被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
主
と
見
な
し

て
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務

者
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世

帯
主
を
通
常
「
擬
制
世
帯
主
」
と
呼

ば
れ
、
こ
の
制
度
か
ら
除
外
さ
れ
ま

す
。

◎
特
別
徴
収
の
方
法

特
別
徴
収
の
方
法
と
し
て
は
、
左

記
の
二
つ
の
方
法
に
よ
り
合
計
六
期

に
分
け
て
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

①
仮
徴
収

前
年
の
所
得
に
よ
り
仮
算
定
さ
れ

た
保
険
税
を
三
期
（
四
月
、
六
月
、

八
月
）
に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。

②
本
徴
収

七
月
に
確
定
し
た
年
額
保
険
税
か

ら
右
記
①
の
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い

た
額
を
三
期
（
十
月
、
十
二
月
、
二

月
）
に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課

�
六
九
八
―
九
八
〇
三

ひひ なな 祭祭 りり
ＰＰｏｏｔｔｌｌｕｕｃｃｋｋ ＰＰａａｒｒｔｔｙｙ

ｂｙ北島町国際交流協会

日時 平成２０年３月２日�
１８：００～２０：３０

場所 徳島大学国際交流会館
北島町高房字八丁野９―１
�６９８―１２４４

参加費 ＫＩＦＡ会員 無料／
非会員 ３００円

詳細 ＊参加される方は何か一品
ご持参下さい！
（料理、ドリンク類、お菓
子等、何でもＯＫ）

＊駐車場は会館近くの河川敷にお
願いします。
＊当日入会受付、会員登録の更新
も行っております。
＊アルコール飲料も可となってお
りますが、飲まれる方は車での
ご来場をお控え下さい。
連絡先 ＫＩＦＡ 宮崎 純子

�６９８―６２５６
北島町役場総務課
�６９８―９８０１

国国
民民
健健
康康
保保
険険
税税
のの

「「
特特
別別
徴徴
収収
制制
度度
」」
にに
つつ
いい
てて

（５） 町報２００８．２



（６）町報２００８．２



ごご
みみ
のの
分分
別別
・・
減減
量量
・・
リリ
ササ
イイ
クク
ルル
にに

ごご
協協
力力
をを
おお
願願
いい
しし
まま
すす

日
頃
は
、
ご
み
の
分
別
・
減
量
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
左
表
は
、
ご
み
排
出
量

（
家
庭
ご
み
）
の
実
態
把
握
の
た
め
、

ご
み
排
出
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
、
排

出
量
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
（
一

度
、
ご
家
庭
の
ご
み
排
出
量
の
計
量

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ

い
）ご

み
の
分
別
（
資
源
化
）
・
減
量

化
は
地
球
温
暖
化
防
止
等
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
環
境
に
や
さ
し
い
取
り

組
み
で
す
。
皆

様
方
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま

す
。

◎
１
人
１
日
あ

た
り
１０
グ
ラ
ム

減
量
す
る
と
、

町
全
体
で
１
年

間
に
７６
ト
ン
の

減
量
に
な
り
ま

す
。

�
１
人
ひ
と
り

の
取
り
組
み
が

大
き
な
減
量
�

生
ご
み
を
減

量
・
再
使
用
す

る
た
め
に
、
電

気
式
生
ご
み
処

理
機
・
コ
ン
ポ

ス
ト
容
器
・
密

閉
式
生
ご
み
処

理
容
器
を
設
置

す
る
場
合
は
、

補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

生
活
産
業
課

（
六
九
八
―
九

八
〇
六
）

Ｈ１９年度ごみ排出モニター
ごみの排出量調査結果（平成１９年８月～１０月）

北島町生活産業課
ペ
ッ
ト
と
し
て
鳥
類
を
飼
っ
て
い
る
皆
様
へ

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
の

た
め
に
、
鳥
小
屋
の
清
掃
と
消
毒

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

町
生
活
産
業
課
で
は
、
ペ
ッ
ト

と
し
て
鳥
類
を
飼
っ
て
い
る
皆
様

に
、
消
毒
薬
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
町
役
場
２
Ｆ
生
活

産
業
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
生
活
産
業
課
（
六
九
八
―
九
八

〇
六
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
徳
島
県
家
畜

保
健
衛
生
所
（
六
三
一
―
八
九
五

〇
）
ま
で
。

～家庭でのごみ減量のご参考にしてください～

≪ ご み ニ ュ ー ス ≫

～スプレー缶・カセットガスボンベの
処理にご注意ください～

①使い切っていないスプレー缶やカセットボンベが可燃ごみの中
に入れられている事が多々あります。大変危険ですので絶対に
やめてください。焼却炉内で爆発を起こし、大きな事故につな
がる恐れがあります。スプレー缶・ガスボンベの不適切なごみ
出しによって、人身事故や施設を破壊することがありますので、
分別の徹底をお願いします。（ごみの分別については、ごみ分
別ガイドブックをご参照ください）

②可燃性ガスの入ったスプレー缶・カセットガスボンベ等は、最
後まで使い切ってください。そして、必ず缶に穴を空けて不燃
ごみとして持ち込むか、はがき申込みをしてください。

③卓上コンロ用のカセットガスボンベが、新品で捨てられていることがあります。清掃センターでは処理出来ま
せん。購入したお店にご相談ください。

今月のごみ対策啓発優秀ポスター

北島南小 貞光佑里奈

“決められた日・時・場所に、決められたごみを正しく出しましょう。”

①可燃ごみの月別収集量
１月
352t
?t

１２月
379t
334t

45t減

１１月
345t
341t

4t減

平成１８年
平成１９年

増減量

②プラスチック容器・包装類の月別収集量
１月
52t

64.1%
?t
?%

１２月
46t

68.0%
38t

67.4%

0.6%減

１１月
42t

63.2%
42t

69.0%

5.8%増

平成１８年
再資源化率（％）
平成１９年

再資源化率（％）

再資源化率の増減

（Ｂ／Ａ）％

６２％

６６％

８０％

１３６％

７３％

１３３％

７０％

５０％

１０３％

－

６３％

Ｂ

【ごみ排出モニター】
１人１日あたりの排出量

平均（ｇ）

３４３

４７

８

１５

８

４

３８

８

３４

－

５０５

Ａ

【Ｈ１８年度町全体】
１人１日あたりの排出量

平均（ｇ）

５５３

７１

１０

１１

１１

３

５４

１６

３３

３７

７９９

ごみの種類

�燃やせるごみ

�プラスチック

�かん

茶色

無色

その他

�新聞

�段ボール

�雑誌

�不燃・粗大ごみ

全体合計

	びん

（７） 町報２００８．２



成
人
式
を
迎
え
て

鯛
浜

小
西

良
明

今
年
、
つ
い
に
私
も
成
人
の
日
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
今
の
と
こ
ろ
、
「
成
人
」
と
呼
ば

れ
る
に
は
不
足
し
て
い
る
要
素
が
多

数
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
「
成
人
」

と
は
、
心
身
が
発
達
し
て
一
人
前
に

な
っ
た
人
の
こ
と
で
す
。
正
直
、
精

神
的
な
未
熟
さ
を
日
々
痛
感
し
て
い

る
の
が
現
実
で
、本
当
に
自
分
が「
成

人
」
の
仲
間
入
り
を
し
て
よ
い
の
か

少
々
不
安
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
素

直
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
と

え
に
、
家
族
を
は
じ
め
、
周
囲
の
人

達
の
助
力
の
お
か
げ
で
す
。

現
在
、
阿
南
高
専
で
学
び
、
寮
生

活
を
行
っ
て
い
ま
す
。
寮
で
の
集
団

生
活
に
よ
っ
て
、
家
族
の
あ
り
が
た

さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
今
ま
で
祖

母
や
母
が
し
て
く
れ
て
い
た
家
事
を
、

自
分
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
想

像
以
上
に
大
変
な
事
で
し
た
。
五
年

経
っ
た
の
で
慣
れ
て
は
き
ま
し
た
が
、

今
で
も
怠
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
た
っ
た
五
年
間
で
こ
れ
だ
け

苦
労
し
て
い
る
の
に
祖
母
や
母
は
…
。

そ
う
考
え
る
と
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

卒
業
後
、
専
攻
科
と
い
う
阿
南
高
専

直
属
の
教
育
機
関
に
進
学
す
る
た
め
、

あ
と
二
年
は
現
在
と
同
じ
寮
生
活
で

す
。
研
究
に
追
わ
れ
る
多
忙
な
毎
日

で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
就
職

し
た
後
に
親
孝
行
し
て
い
き
た
い
で

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
人
生
の
中
で
助
力
し
て
い
た
だ

い
た
両
親
、
兄
、
祖
母
、
友
人
、
先

生
方
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。一
日
も
早
く
立
派
な「
成
人
」

と
な
り
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

成
人
を
迎
え
る
に

あ
た
り

新
喜
来

松
本

浩
史

今
ま
で
歩
ん
で
き
た
人
生
を
思
い

返
し
て
み
る
と
、
家
族
の
お
か
げ
で

何
一
つ
不
自
由
な
く
二
十
歳
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
本
当
に

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
家
族

や
祖
父
母
の
援
助
で
、
大
好
き
な
野

球
を
小
学
校
か
ら
大
学
に
入
っ
た
今

で
も
続
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
無

理
を
承
知
で
県
外
の
大
学
に
通
わ
せ

て
も
ら
い
、
両
親
か
ら
受
け
る
無
償

の
愛
へ
の
感
謝
の
念
は
尽
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
野
球
を
続
け
て
き
た
お

か
げ
で
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
人
生
に

最
も
影
響
を
与
え
た
の
は
、
高
校
の

野
球
部
の
監
督
で
し
た
。
最
後
の
夏

の
選
手
権
大
会
は
初
戦
で
敗
れ
本
当

に
無
念
で
し
た
が
、
試
合
後
に
監
督

か
ら
、
「
試
合
に
は
負
け
た
け
ど
、

お
前
達
は
必
ず
人
生
の
勝
利
者
に
な

れ
」
と
い
う
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

昔
か
ら
教
師
に
な
る
と
い
う
目
標
が

漠
然
と
頭
の
中
に
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
一
言
を
頂
い
て
か
ら
、
私
の
目

標
は
教
師
に
な
っ
て
、
将
来
の
子
ど

も
達
を
甲
子
園
に
連
れ
て
い
く
、
と

い
う
確
固
た
る
も
の
に
変
わ
り
ま
し

た
。大

学
で
も
野
球
を
続
け
て
い
る
た

め
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
も
生
活
費

の
微
々
た
る
も
の
に
し
か
な
ら
ず
、

成
人
を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
も
家
族

か
ら
の
援
助
に
頼
り
生
活
し
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
野
球
で
は
主

新新
成成
人人
とと
しし
てて

一
、
開
設
の
趣
旨

少
年
少
女
に
科
学
的
な
興
味
、
関

心
を
追
及
で
き
る
場
を
提
供
し
、
家

庭
や
学
校
環
境
の
制
約
を
離
れ
て
、

異
年
齢
の
集
団
の
中
で
工
作
活
動
を

通
じ
完
成
す
る
喜
び
を
体
得
さ
せ
、

科
学
的
発
想
に
基
づ
く
生
活
態
度
を

育
成
す
る
と
と
も
に
、
創
造
性
豊
か

な
人
間
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

二
、
主

催

北
島
町
教
育
委
員
会
・
社
団
法
人

発
明
協
会
徳
島
県
支
部

三
、
会

場

北
島
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
作
業

室
（
工
作
室
）

四
、
対

象

町
内
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校
四

年
生
か
ら
六
年
生
の
児
童
で
、
年
間

を
通
じ
固
定
メ
ン
バ
ー
と
す
る
。

五
、
募
集
人
員

定
員
二
〇
名
と
す
る
。

但
し
、
定
員
を
超
え
た
時
に
は
抽

選
に
よ
り
決
定
す
る
。

六
、
期

間

四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
と
し
ま

す
。
開
講
日
は
原
則
と
し
て
、
第
二
、

第
四
土
曜
日
の
午
前
（
九
時
三
十
分

〜
十
二
時
）
に
行
い
ま
す
。

※
ク
ラ
ブ
員
と
な
る
児
童
の
保
護
者

の
方
に
は
、
年
一
回
程
度
活
動
の

お
手
伝
い
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

七
、
参

加

費

六
、
〇
〇
〇
円
／
年

八
、
活
動
の
内
容

�
少
年
少
女
が
本
来
持
っ
て
い
る
創

造
性
を
で
き
る
だ
け
発
揮
さ
せ
る

よ
う
楽
し
み
な
が
ら
自
由
な
発
想

で
各
種
の
製
作
や
加
工
を
行
う
。

�
集
団
で
の
話
し
合
い
の
指
導
や
各

種
の
基
礎
技
術
的
な
指
導
を
受
け

な
が
ら
創
作
方
法
を
学
ぶ
。

�
特
定
の
テ
ー
マ
や
児
童
の
発
想
を

も
と
に
、
み
ん
な
で
創
作
方
法
を

学
ぶ
。

�
作
品
は
、
懇
談
会
な
ど
で
保
護
者

に
紹
介
す
る
他
、
一
般
に
も
広
く

公
開
す
る
機
会
を
設
け
る
。

�
そ
の
他
、
本
ク
ラ
ブ
の
目
的
達
成

の
た
め
に
必
要
な
活
動
を
行
う
。

九
、
応
募
方
法

教
育
委
員
会
の
所
定
の
用
紙
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

十
、
申
込
締
切
り

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
�

十
一
、
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

北
島
町
中
村
字
上
地
二
三
―
一

北
島
町
教
育
委
員
会

�
六
九
八
―
九
八
一
二

平成２０年度

北北
島島
町町
少少
年年
少少
女女
発発
明明
クク
ララ
ブブ

会
員
募
集

北
島
町
教
育
委
員
会

（８）町報２００８．２



将
に
就
任
し
た
今
年
、
一
部
昇
格
を

目
標
に
、
学
業
で
は
専
門
的
な
知
識

は
も
ち
ろ
ん
、
人
間
と
し
て
の
教
養

や
礼
儀
も
し
っ
か
り
身
に
つ
け
、
お

世
話
に
な
っ
て
き
た
人
々
を
決
し
て

恥
じ
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

日
々
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
成
人
と
し
て

江
尻

前
田

玲
奈

私
に
と
っ
て
の
二
十
歳
と
は
、
人

生
の
節
目
で
あ
り
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
な
一
人
前
の
「
大
人
」
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

「
大
人
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

社
会
的
に
責
任
を
背
負
い
、
自
分
の

行
動
に
大
き
な
影
響
力
が
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

決
し
て
甘
い
も
の
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
、
今
の
私
は
自
宅
か
ら
大

学
に
通
い
、
時
間
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
も
せ
ず
、
手
伝
い
を
し
な
い

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
時
間
が
な
い
こ

と
を
理
由
に
自
分
自
身
の
身
の
ま
わ

り
の
こ
と
さ
え
も
親
に
頼
り
切
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の

中
で
の
中
心
は
常
に
自
分
で
あ
り
、

「
何
か
あ
れ
ば
親
が
何
と
か
し
て
く

れ
る
」
と
い
う
甘
え
が
ま
だ
ま
だ
心

の
中
に
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
二
十

歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
な
に
一
つ
不

自
由
の
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
今

の
私
を
一
人
前
の
「
大
人
」
と
呼
べ

る
で
し
ょ
う
か
。

私
は
現
在
、
医
療
関
係
の
仕
事
に

就
く
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
医
療
の
現
場
は
と
て
も
厳
し

く
、
人
の
生
命
を
預
か
る
大
き
な
責

任
を
伴
い
、
生
半
可
な
気
持
ち
で
続

け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

将
来
そ
の
よ
う
な
現
場
で
仕
事
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
時
間
を
無

駄
に
す
る
こ
と
な
く
勉
学
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
ま
で
私
を
温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
た
両
親
、
祖
父
母
、
友

人
な
ど
周
り
の
人
に
感
謝
す
る
と
共

に
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
と
の
出

会
い
を
大
切
に
し
、
毎
日
前
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
の
日
を
迎
え
て

中
村

杉
野

真
里

一
月
十
三
日
、
今
ま
で
育
て
て
く

れ
た
家
族
に
見
守
ら
れ
、
中
学
時
代

の
懐
か
し
い
友
だ
ち
と
共
に
、
成
人

式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
と
同
時
に
、
時
の
流
れ
の
速
さ
に

驚
き
と
少
し
の
戸
惑
い
を
覚
え
ま
す
。

子
供
の
頃
は
、
「
二
十
歳
」
と
聞

け
ば
ず
っ
と
大
人
の
よ
う
な
気
が
し

て
い
ま
し
た
が
、
未
だ
学
生
と
い
う

身
分
の
為
か
中
身
は
中
学
生
の
時
と

変
わ
ら
な
い
の
で
は
、
と
少
し
不
安

に
な
る
ほ
ど
で
す
。
し
か
し
、
今
ま

で
と
は
異
な
り
こ
れ
か
ら
は
常
に
自

分
の
行
い
に
責
任
が
伴
う
の
で
、
成

人
と
し
て
良
識
あ
る
行
動
を
と
る
よ

う
に
努
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

私
は
現
在
東
京
の
大
学
で
、
日
本

の
隣
国
で
あ
る
韓
国
の
言
葉
を
主
に

学
ん
で
い
ま
す
。
両
国
の
関
係
は
、

決
し
て
良
好
と
は
言
え
な
い
時
も
あ

り
、
「
ど
う
し
て
韓
国
語
な
ん
て
勉

強
し
て
い
る
の
？
」
と
聞
か
れ
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
は
も
っ
と
近
隣
の
ア

ジ
ア
の
国
々
に
も
目
を
向
け
て
、
良

好
な
関
係
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
少
し

で
も
役
に
立
て
る
人
間
に
な
れ
る
よ

う
に
与
え
ら
れ
た
チ
ャ
ン
ス
を
無
駄

に
せ
ず
、
残
り
の
学
生
生
活
を
勉
学

に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す

が
、
立
派
な
社
会
人
と
な
れ
る
よ
う

に
迷
い
な
が
ら
も
未
来
へ
進
ん
で
行

き
た
い
で
す
。
最
後
に
今
ま
で
温
か

く
見
守
っ
て
く
れ
た
両
親
、
祖
父
母
、

友
人
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の

人
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

で
す
。

社社
会会
福福
祉祉
法法
人人

北北
島島
町町
社社
会会
福福
祉祉
協協
議議
会会

職職
員員
募募
集集

平
成
二
十
年
度
臨
時
・
パ
ー
ト
職

員
を
左
記
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

●
児
童
館

【
募
集
人
員
】

臨
時
職
員

若
干
名

パ
ー
ト
職
員

若
干
名

【
勤
務
時
間
】

臨
時
職
員

①
午
前
十
時
〜
午
後
六
時
四
十
五
分

②
午
前
七
時
十
五
分
〜
午
後
六
時
四

十
五
分
（
交
代
制
）

パ
ー
ト
職
員

午
前
七
時
三
十
分
〜
午
後
六
時
三

十
分
ま
で
の
間
の
四
時
間
程
度

●
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

【
募
集
人
員
】

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
二
級

以
上
課
程
修
了
者

訪
問
介
護
員

若
干
名

【
勤
務
時
間
】

午
前
八
時
〜
午
後
六
時
ま
で
の
間

の
三
時
間
程
度

【
賃
金
及
び
労
働
条
件
】

当
法
人
の
要
綱
に
よ
る

【
年
齢
】

各
職
種
満
六
十
五
歳
ま
で
の
方

【
試
験
方
法
】
口
述
試
験

【
試
験
日
】

平
成
二
十
年
三
月
十
日
�

※
試
験
時
刻
は
応
募
さ
れ
た
方
へ
ご

連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【
試
験
場
所
】

北
島
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

【
応
募
方
法
】

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
�
ま

で
に
写
真
を
貼
付
し
た
履
歴
書
と
、

資
格
証
明
証
の
写
し
（
訪
問
介
護
員

の
場
合
）
を
当
事
務
所
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。
（
土
・
日
曜
日
・
祝

祭
日
を
除
く
平
日
午
前
八
時
三
十
分

〜
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

社
会
福
祉
法
人
北
島
町
社
会
福
祉

協
議
会

北
島
町
新
喜
来
字
南
古
田
八
八
―
一

�
六
九
八
―
八
九
一
〇

お 知 ら せ

『毎月２０日はあいさつ運動の日』です。

２月の「あいさつ運動」は２月２０日�に行います。

「おはよう！」「元気かい？」

「車に気をつけて」「いってらっしゃい」

「あいさつ」でつながる地域の子どもと大人。
北島町青少年健全育成町民会議

（９） 町報２００８．２



保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保保
健健
推推
進進
委委
員員（（
健健
康康
づづ
くく
りり
応応
援援
隊隊
））学学
習習
会会
②②

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
第
二
期
が
未
接
種
の
方
へ

一
日
教
室
受
講
生
募
集

第
２０
回
サ
ン
ラ
イ
フ
北
島

文
化
祭
の
開
催
に
つ
い
て

先
日
の
中
央
学
習
会
で
は
、
歯
科

衛
生
士
を
講
師
に
招
き
、歯
周
病（
歯

槽
膿
漏
）
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

歯
周
病
の
発
症
や
進
行
は
、
全
身

の
健
康
状
況
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い

ま
す
。

歯
石
・
歯
垢
の
細
菌
が
蓄
積
さ
れ

る
と
、
口
腔
内
や
血
管
を
経
由
し
、

全
身
に
行
き
渡
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

肺
炎
・
咽
頭
炎
・
喘
息
・
心
疾
患

（
心
筋
梗
塞
）
・
女
性
で
は
早
産
に

な
る
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

も
困
難
と
な
り
や
す
く
、
糖
尿
病
が

悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
と
し
て
は
、
日
々
の
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
を
丁
寧
に
、
必
要
時
は
歯
間

ブ
ラ
シ
、
フ
ロ
ス
な
ど
を
使
用
す
る
、

禁
煙
す
る
、ま
た
、年
に
一
度
、歯
の

定
期
検
診
を
受
け
、
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
ご
自
分

の
歯
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
第

二
期
を
、
公
費
負
担
で
接
種
で
き
る

期
間
が
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
で
す
。
ま
だ
接
種
が
で
き
て
い

な
い
方
は
、
体
調
の
い
い
時
に
お
早

め
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。
四
月
一
日

以
降
に
接
種
し
ま
す
と
、
任
意
接
種

に
な
り
、
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
接
種
対
象
者
・
医
療
機
関
は

以
下
の
通
り
で
す
。

○
接
種
対
象
者

平
成
十
三
年
四
月
二
日
〜
平
成
十

四
年
四
月
一
日
生
ま
れ

○
医
療
機
関

〈
町
内
医
療
機
関
〉

越
智
外
科
胃
腸
科
、
片
山
医
院
、

木
下
医
院
、
田
根
内
科
、
新
居
内

科
、
平
野
内
科
、
堀
口
整
形
外
科
、

山
田
外
科
内
科
、
山
本
内
科
胃
腸

科
、
吉
野
川
病
院
、
吉
田
レ
デ
ィ

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
い
の
も
と
眼
科

内
科
、
北
島
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

健
生
き
た
じ
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
徳
島
県
内
の
医
療
機
関
な
ら
公
費

負
担
で
接
種
で
き
ま
す
。
予
防
接
種

を
町
外
で
受
け
る
場
合
は
、
直
接
医

療
機
関
に
定
期
予
防
接
種
実
施
の
有

無
を
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
徳
島
県
以
外
の
医
療
機
関
で
接

種
さ
れ
る
場
合
は
、
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
予
診
票
が
な
い
場
合
や
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
�
六
九
八
ー
八
九
〇
九
）

☆
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

生
花
に
特
殊
な
保
存
加
工
を
施
し

た
も
の
で
生
花
さ
な
が
ら
の
み
ず
み

ず
し
い
美
し
さ
を
長
く
楽
し
む
事
の

で
き
る
素
材
で
ア
レ
ン
ジ
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時

二
月
二
十
四
日
�

午
前
十
時
〜

午
前
十
一
時
三
十
分

対
象
者

小
学
生
以
上

受
講
料

一
、
〇
五
〇
円

材
料
費

二
、
五
〇
〇
円

定

員

三
〇
名

☆
布
ぞ
う
り
一
日
教
室

日
時

二
月
二
十
四
日
�

午
後

一
時
〜
午
後
五
時
ま
で

対
象
者

中
学
生
以
上

受
講
料

一
、
〇
五
〇
円

材
料
費

三
〇
〇
円（
コ
ピ
ー
代
）

定

員

二
〇
名

受
付
締
め
切
り
日

二
月
十
七
日
�
午
後
五
時
ま
で
、

申
込
用
紙
と
受
講
料
を
添
え
て
申

し
込
み
下
さ
い
。
各
教
室
と
も
先
着

順
に
て
受
付
し
ま
す
。

教
室
受
講
生
の
学
習
成
果
を
見
て

い
た
だ
く
作
品
展
示
会
及
び
発
表
会

を
サ
ン
ラ
イ
フ
北
島
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

《
作
品
展
示
会
》

日
時三

月
八
日
�
九
時
〜
二
十
一
時

三
月
九
日
�
九
時
〜
十
六
時

展
示
作
品

書
道
・
ペ
ン
習
字
・
俳
句
・
洋
画
・
手

編
・
生
花
・
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
・

絵
手
紙
・
水
墨
画
な
ど

《
発
表
会
》

日
時三

月
九
日
�
午
前
十
時
よ
り

発
表
教
室

み
つ
子「
羽
衣
体
操
」・
フ
レ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
体
操
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・

社
交
ダ
ン
ス
・
着
付
・
英
会
話
・
中

国
語
・
韓
国
語
・
マ
ジ
ッ
ク
・
カ
ラ

オ
ケ
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
な
ど

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
サ
ン

ラ
イ
フ
北
島
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

�
六
九
八
ー
七
一
一
八

ササ
ンン
ララ
イイ
フフ
北北
島島
だだ
よよ
りり

特別弔慰金の請求はお済みですか？ 対 象 者 １ 弔慰金の受給権者
２ 戦没者等の子
３ ①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹（戦没者

等と生計関係を有していなかった方等は
除きます）

４ 前記３以外の①父母②孫③祖父母④兄弟
姉妹

５ 前記１から４以外の三親等内の親族（戦
没者等の死亡時まで引き続き一年以上生
計関係を有していた方に限ります）

給付内容 額面４０万円、１０年償還の記名国債

請求期限は、平成２０年３月３１日です。
この期限を過ぎますと、法律の規定により、特別弔

慰金を受ける権利が消滅します。
対象者 戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成１７年
４月１日において、公務扶助料、遺族年金等を受ける
方がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お
一人に特別弔慰金が支給されます。

（１０）町報２００８．２
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１
月
１５
日
�
、
平
成
２０
年
の
初
打

ち
「
ふ
れ
あ
い
大
会
」
が
北
島
中
央

コ
ー
ト
で
（
松
茂
主
催
）
華
々
し
く

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

厳
し
い
寒
さ
の
中
、
８
市
町
よ
り

精
鋭
１６
チ
ー
ム
９０
名
の
競
技
者
が
参

加
し
、
４
コ
ー
ト
に
各
市
町
対
抗
の

リ
ー
グ
戦
で
優
勝
目
指
し
た
激
し
い

攻
防
戦
の
競
技
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。北

島
町
よ
り
は
、
大
洋
・
か
が
や

き
チ
ー
ム
が
参
戦
し
圧
倒
的
な
強
さ

で
３
戦
３
勝
し
総
合
で
優
勝
・
準
優

勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

総
合
優
勝
を
闘
い
取
っ
た
皆
さ
ん

（
主
将
）
競
技
者

乙
宗

幸
子

競
技
者

松
岡

信
恵

競
技
者

加
集

力

競
技
者

阿
部

信
吉

競
技
者

貞
光

芳
保

平成２０年度

北島少年サッカースクール新入部員募集

①対象児童
幼稚園～新５年生の男女

②練習場所
幼稚園～３年生 中央グラウンド
４年生～６年生 親水公園

③練習時間
土・日・祝日 ９：００～１２：００

④会 費
月額 ２，５００円（保険料含む）
＊幼稚園児は保険料のみ

⑤申し込み方法
各小学校・幼稚園で入部願書を配布いたし

ます。必要事項を記入し、町民体育センター
（中央グラウンド南側）か北公園体育館（サ
ンフラワードーム）に提出してください。入
部は年間いつでも可能です。

⑥問い合わせ先
指導員代表 松本 泰典 �６９８―３９６６
保護者代表 松尾 哲行 �６９８―１８６８

そ
ろ
っ
て
四
国
大
会
出
場
決
定

第
９
回

引
田
友
好
祭
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

Ｂ
ラ
ン
ク
の
部

三
年
連
続
優
勝
達
成
！

北
島
童
夢
Ａ

北
島
童
夢
Ｂ

第第
１１７７
回回
春春
のの
全全
国国
小小
学学

生生
ドド
ッッ
ジジ
ボボ
ーー
ルル
選選
手手

権権
大大
会会
徳徳
島島
県県
予予
選選

第１７回春の全国小学生ドッジボール選手権大会
徳島県予選北島童夢A 準優勝

『
第
３８
回
健
康
作
り
杯
Ｇ
Ｇ
大
会
』

期
日

１２
月
２０
日
�

参
加
数
６０
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

阿
部

信
吉

２９
打

準
優
勝

東
條
市
太
郎

３５
打

第
３
位

天
羽

俊
弘

３５
打

第
４
位

高
橋
田
鶴
子

３５
打

第
５
位

八
木
ユ
キ
子

３５
打

『
新
年
打
ち
初
め
Ｇ
Ｇ
大
会
』

期
日

１
月
４
日
�

参
加
数
５４
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

井
上

周
三

３０
打

準
優
勝

橋
本

信
幸

３４
打

第
３
位

栗
本
美
千
子

３４
打

第
４
位

大
北

治
子

３５
打

第
５
位

深
江

五
雄

３５
打

『
１
月
度
月
例
杯
』

期
日

１
月
１０
日
�

参
加
数
４８
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

山
田

栄
子

２２
打

準
優
勝

中
川

和
文

２９
打

第
３
位

高
井

久
雄

３１
打

第
４
位

矢
野

隆

３４
打

第
５
位

天
羽

俊
弘

３５
打

◎
行
事
予
定
（
２
月
・
３
月
）

★
２
月
２３
日
�

９
時

四
国
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
徳
島
県
予

選
★
２
月
２４
日
�

９
時

第
２０
回
北

島
町
少
年
少
女
駅
伝
大
会

★
３
月
２
日
�

９
時

徳
島
県
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
小
学
生
大
会

★
３
月
９
日
�

９
時

ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
大
会

★
３
月
１６
日
�

９
時

北
島
町
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
卓
球
大
会

★
３
月
２０
日
�

９
時

板
野
郡
空

手
道
大
会

★
３
月
２３
日
�

９
時

社
交
ダ
ン

ス
★
３
月
２５
日
�
〜
２８
日
�

９
時

全
国
選
抜
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大

会
※
お
問
い
合
わ
せ

北
島
北
公
園
総

合
体
育
館
（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー

ム
）
�
６
９
７
―
３
２
４
１

北北
島島
北北
公公
園園
総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ
ーー
ドド
ーー
ムム
））だだ
よよ
りり

２
０
０
８
年

優

勝

準
優
勝

幸
先
よ
い
北
島
チ
ー
ム

ふ
れ
あ
い
大
会（
８
市
町
参
加
）

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム
・
人
員

成

績

Ｈ
Ｄ

Ｎ
Ｔ

１
・
１２
１
月
度
月
例
杯

場
所

親
水
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

３０
優

勝

桑
原

稔

準
優
勝

山
村

武
司

第
三
位

福
原

久
美

ベ
ス
グ
ロ
賞

山
村

武
司

３６７９
グ
ロ
ス

６６６６７３７３

月
例
杯
は
冷
た
い
風
と
雨
に
見

舞
わ
れ
た
中
で
、
ベ
テ
ラ
ン
組

が
上
位
を
占
め
て
終
了
で
き
た

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

（１１） 町報２００８．２



NO.

49    

す
い
じ
ん
じ
ゃ
て
ん
じ
ょ
う
え

「「「「「「「「「「「「「「「
水水水水水水水水水水水水水水水
神神神神神神神神神神神神神神神
社社社社社社社社社社社社社社社
天天天天天天天天天天天天天天天
井井井井井井井井井井井井井井井
絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵
」」」」」」」」」」」」」」」

北
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

学
芸
員

林
田

真
典

一
、
水
神
社
に
つ
い
て

水
神
社
は
北
島
町
鯛
浜
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
創
建
年
代
な
どしゃ

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
神
社
の
社

そ
う叢
は
約
四
〇
〇
本
を
誇
り
、
昭
和
五

十
七
年
に
北
島
町
指
定
文
化
財
と
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
マ
ツ
ク
イ
ム

シ
の
被
害
な
ど
の
た
め
、
社
叢
も
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
内
で
最

も
樹
木
の
多
い
所
で
す
。

ま
た
、
水
神
社
で
は
大
正
十
年
頃

ま
で
阿
波
競
馬
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
で
も
有
名
で
す
。
そ
の
た
め
、
神

社
に
は
競
馬
に
関
係
し
た
も
の
も
多

く
残
っ
て
お
り
、
今
回
ご
紹
介
す
る

天
井
絵
も
こ
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。

平
成
十
三
年
に
神
社
本
殿
の
建
て
替

え
が
行
わ
れ
た
際
、
天
井
絵
は
貴
重

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
大
切
に

一
枚
一
枚
は
ず
さ
れ
、
保
管
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
関
係
者
の
方

の
ご
配
慮
に
よ
り
、
天
井
絵
は
現
在

ま
で
、
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

二
、
競
馬
に
つ
い
て

水
神
社
の
競
馬
は
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
見
物
客
が
押
し
寄
せ
る
ほ
ど

有
名
で
し
た
。

競
馬
は
宵
祭
の
奉
納
行
事
と
し
て
、

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
距
離
は
鳥
居

前
か
ら
西
へ
五
〇
〇
ｍ
、
幅
一
〇
ｍ

の
コ
ー
ス
で
す
。
西
か
ら
鳥
居
に
向

か
っ
て
、
紅
白
に
彩
ら
れ
た
二
頭
の

馬
を
競
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
騎
手
は

七
歳
〜
十
五
歳
位
の
少
年
で
、
頭
に

や
ご
う

は
馬
主
の
屋
号
（
※
一
）
の
入
っ
た

頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
し
た
。

三
、
天
井
絵
に
つ
い
て

ａ.

作
者

天
井
絵
の
中
の
一
つ
に
「
應
需
藍

ら
っ
か
ん

香
図
�
」と
記
さ
れ
た
落
款（
※
二
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
落
款
は
阿
波
踊

し
ゃ
み
せ
ん

こ
ゆ
る
ぎ

り
の
三
味
線
で
有
名
な
多
田
小
餘
綾

こ
い

さ
ん
（
お
鯉
さ
ん
）
の
実
父
で
あ
る
、

ら
ん
こ
う

画
人
・
多
田
藍
香
氏
の
も
の
で
す
。

ｂ.

奉
納
者
と
奉
納
地
域

天
井
絵
に
は
奉
納
さ
れ
た
方
の
名

前
や
屋
号
の
他
に
、
奉
納
地
域
を
書

い
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
旧
村

浦
で
の
名
称
で
す
が
、
現
在
の
行
政

単
位
で
は
概
ね
、
北
島
町
・
藍
住
町

・
松
茂
町
・
鳴
門
市
・
徳
島
市
の
範

囲
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ｃ.

内
容

天
井
絵
は
総
数
二
〇
八
枚
あ
り
ま

ず
き
ん

す
が
、
こ
の
内
、
馬
・
頭
巾
な
ど
競

馬
に
関
連
す
る
も
の
は
約
半
数
あ
り

ま
す
。
他
は
日
の
出
・
鯛
・
鯉
の
滝

ふ
く
ろ
く
じ
ゅ

登
り
・
福
禄
寿
な
ど
の
お
め
で
た
い

絵
が
多
い
と
い
え
ま
す
。

四
、
お
わ
り
に

平
成
二
十
年
二
月
十
六
日
・
十
七

日
に
行
わ
れ
る
北
島
町
文
化
祭
第
二

部
で
、
図
書
館
二
階
文
化
財
展
示
室

に
て
天
井
絵
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

約
一
〇
〇
年
前
に
描
か
れ
た
彩
色
さ

れ
た
美
し
い
絵
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。
最
後
に
、
天
井
絵
を
今
日
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
下
さ
っ
た
水
神
社

う
じ
こ

の
氏
子
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。

（
※
一
）
商
家
な
ど
の
家
の
称
号
。

（
※
二
）
書
画
に
筆
者
が
署
名
・
印

を
押
す
こ
と
。

〈
主
な
参
考
文
献
〉

・
福
田
憲
�
『
阿
波
画
人
志
』
一
九

九
五
年

・
三
好
操
「
鯛
浜
水
神
社
天
井
絵
に

つ
い
て
」『
総
合
学
術
調
査
報
告

北

島
町
』
一
九
九
六
年

水神社

落款のある天井絵

競走馬

（１２）町報２００８．２



板
野
東
部
青
少
年
セ
ン
タ
ー
事
務
所 

　
　
　
　  

（
松
茂
町
役
場
内
） 

　
　
　
電
話
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
　
電
話
六
九
九
―
六
六
一
一 

三
月
一
日
�
〜
三
月
七
日
�
ま
で

標標標標標標標標標
語語語語語語語語語

「「「「「「「「「
火火火火火火火火火
ははははははははは
見見見見見見見見見
ててててててててて
るるるるるるるるる

あああああああああ
ななななななななな
たたたたたたたたた
ががががががががが
離離離離離離離離離
れれれれれれれれれ
るるるるるるるるる

そそそそそそそそそ
ののののののののの
時時時時時時時時時
ををををををををを
」」」」」」」」」

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

最最
新新
鋭鋭
・・

高高
規規
格格
救救
急急
車車
のの寄寄贈贈

最
近
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
携
帯
電

話
を
所
持
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

短
期
間
で
の
普
及
が
推
進
さ
れ
た
要

因
に
は
、
個
人
所
有
で
あ
る
こ
と
に

よ
る
連
絡
相
手
に
直
接
繋
が
る
こ
と

に
加
え
て
、
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
カ
メ
ラ
、
テ
レ
ビ
、
電
子
マ

ネ
ー
等
、
様
々
な
付
加
機
能
が
そ
の

需
要
を
更
に
高
め
て
い
ま
す
。
ま
た

利
用
者
の
年
齢
層
に
あ
わ
せ
た
機
種

も
登
場
し
て
お
り
、
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
る
態

勢
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
携
帯
電
話
は
私
達
の
生
活
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

し
か
し
携
帯
電
話
に
は
有
用
な
面

だ
け
で
は
な
く
、
反
面
そ
れ
に
ま
つ

わ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
あ
り
ま
す
。

顕
著
な
も
の
を
例
に
挙
げ
る
と
カ
メ

ラ
機
能
を
悪
用
し
た
盗
撮
、
出
会
い

系
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
人

的
ト
ラ
ブ
ル
、
架
空
請
求
に
よ
る
金

銭
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
メ
ー
ル
の
ば
ら

ま
き
、
匿
名
性
を
利
用
し
た
掲
示
板

へ
の
個
人
を
標
的
に
し
た
誹
謗
中
傷

の
書
き
込
み
等
、
一
昔
前
に
は
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
携
帯
電
話
に
よ
る
犯

罪
、
被
害
は
後
を
た
た
な
い
の
が
現

実
で
す
。

ま
た
日
常
生
活
に
お
い
て
相
手
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
電

話
や
メ
ー
ル
は
活
発
に
行
え
る
が
直

接
面
会
す
る
こ
と
が
苦
手
に
な
っ
て

い
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
顔
を
あ
わ
せ
な
い
方
が
話
し
や

す
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

現
代
社
会
に
お
い
て
人
と
の
関
わ
り

が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
弾
み

を
つ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
慣

れ
す
ぎ
、
携
帯
電
話
に
対
す
る
依
存

性
が
高
ま
り
、
常
備
し
て
い
な
い
と

不
安
に
な
っ
た
り
、
ま
た
着
信
履
歴

の
確
認
を
病
的
に
行
う
状
態
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
私
達
は
便
利
な
も

の
を
使
う
際
に
は
そ
の
リ
ス
ク
も
知

っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
ど
ん
な
に
有
益
な
も
の
で
あ

っ
て
も
結
局
は
使
用
す
る
本
人
の
意

志
に
よ
っ
て
そ
の
結
果
が
大
き
く
左

右
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
私
達
自
身
が
危
険
を
回
避
し
ト
ラ

ブ
ル
へ
の
対
処
法
を
周
知
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
のののののののののののののののののののの
携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携
帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯
電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電
話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火

意
識
の
高
揚
と
火
災
予
防
体
制
の
整

備
強
化
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生

及
び
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

三
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

四
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

●
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

こ
の
ほ
ど
、
社
団
法
人
日
本
損
害

保
険
協
会
か
ら
、
板
野
東
部
消
防
組

合
に
対
し
て
、
「
高
規
格
救
急
自
動

車
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
約
二
十
名
が
出
席
し
、
消

防
本
部
で
受
納
式
が
行
わ
れ
、
同
協

会
四
国
支
部
徳
島
損
保
会
会
長
猪
股

義
夫
氏
か
ら
石
川
管
理
者
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

春春春春春春春春春春春春春
季季季季季季季季季季季季季
火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災
予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防
運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動

板
野
東
部
消
防
組
合

�日本損害保険協会から寄贈された高規格救急車

◎
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
国
、

県
、
町
の
支
援
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

団
体
で
、
会
員
に
よ
る
自
主
的
な
組

織
・
事
業
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
会
員
に
な
っ
て
、
知
識

・
経
験
・
技
能
な
ど
を
生
か
し
た
仕

事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
説
明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
一
般
の
ご
家
庭
の
掃
除
な

ど
、
生
活
支
援
的
な
作
業
が
行
え
る

会
員
を
充
実
さ
せ
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る

お
方
は
、
是
非
一
度
、
説
明
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

�
日
時

毎
月
第
二
、
第
四
水
曜
日

十
時

よ
り

�
場
所

北
島
町
中
村
字
長
池
一
三
―
二

�
北
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
集
会
室

（
大
将
軍
神
社
の
境
内
に
あ
り
ま

す
）

◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
関
す

る
連
絡
先

�
北
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�
六
九
八
―
八
五
六
四

シシ
ルル
ババ
ーー
人人
材材
セセ
ンン
タタ
ーー

かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

（１３） 町報２００８．２
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六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
い
か

に
生
き
る
か
、
生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
の
真

価
が
わ
か
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

何
か
の
本
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

わ
た
し
自
身
、
六
十
歳
ま
で
仕
事

に
就
き
、
仕
事
だ
け
を
や
っ
て
き
た

気
が
す
る
。
だ
か
ら
、
六
十
歳
を
過

ぎ
て
か
ら
は
、
自
分
の
生
き
方
は
自

分
で
見
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
た
。

六
十
歳
の
定
年
が
目
前
に
見
え
て

き
た
時
、
人
生
の
先
輩
か
ら
「
退
職

し
た
ら
、
何
を
す
る

か
、
ど
ん
な
生
活
を

す
る
か
、
今
か
ら
少

し
ず
つ
考
え
て
お
い

た
方
が
い
い
よ
」
と

言
わ
れ
た
。

し
か
し
、
現
実
に

は
、
仕
事
を
し
な
が

ら
、
退
職
し
て
か
ら

の
こ
と
を
考
え
れ
る

ほ
ど
、
わ
た
し
は
、
器
用
で
な
か
っ

た
。待

っ
て
い
た
退
職
、
し
か
し
、
ま

だ
来
て
ほ
し
く
な
い
退
職
の
日
を
迎

え
た
。
退
職
後
の
こ
と
が
十
分
考
え

き
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
焦
り
の

よ
う
な
気
持
ち
が
あ
っ
た
が
、
現
実

に
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
出
来
て
い
な

か
っ
た
部
屋
の
整
理
等
で
毎
日
忙
し

く
体
を
動
か
し
て
い
た
た
め
、
退
職

後
の
人
生
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ

と
も
な
く
、
毎
日
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

家
中
の
整
理
も
終
わ
り
、
気
分
的

に
落
ち
付
い
て
く
る
と
、
再
び
、
何

か
し
な
け
れ
ば
と
、
強
い
焦
り
の
気

持
ち
が
わ
い
て
き
た
。

そ
ん
な
時
、
子
ど
も
の
頃
、
ほ
ん

の
少
し
で
あ
る
が
、
三
味
線
を
習
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
三
味
線
を
し
て

み
よ
う
か
な
と
軽
い
気
持
ち
で
長
唄
の

三
味
線
を
習
う
こ
と
に
し
た
。

習
い
始
め
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
軽

い
気
持
ち
か
ら
で
あ
る
が
、
今
で
は
体

が
動
く
ま
で
習
い
た
い
な
と
思
っ
て
い

る
。
お
鯉
さ
ん
の
よ
う
に
は
無
理
だ
と

思
う
け
ど
…
。

先
生
に
一
対
一
で
ご
指
導
い
た
だ
け

る
時
間
は
、
三
十
分
で
あ
る
。
教
わ
っ

た
こ
と
を
一
週
間
の
け
い
こ
日
に
は
き

ち
ん
と
弾
け
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
、
毎
日
、

練
習
し
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
前
へ
進

め
な
い
。

糸
は
わ
ず
か
三
本
で
あ
る
が
、
バ
チ

の
当
て
方
、
糸
の
押
え
方
に
よ
っ
て
音

が
全
く
違
っ
て
く
る
。
い
い
音
を
出
し

た
い
と
思
っ
て
繰
り
返
し
繰
り
返
し

練
習
す
る
の
だ
が
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
は
い
か
な
い
。
バ
チ
が
当
た

る
所
が
定
ま
る
に
は
三
年
か
か
る
そ

う
で
あ
る
。
私
は
や
っ
と
定
ま
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
つ
の
課
題

が
ク
リ
ア
で
き
る
と
次
の
課
題
に
挑

戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
挑
戦
が
、
最
近
で
は
、
生
き
が

い
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

今
年
に
入
っ
て
、
先
生
の
師
匠
が

主
催
す
る
「
か
な
め
会
」
に
出
て
み

ま
せ
ん
か
と
言
わ
れ
た
。
東
京
の
大

劇
場
で
演
奏
す
る
な
ど
考
え
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
演
奏
で
き
る
だ
け

で
も
光
栄
な
こ
と
だ
と
思
い
、
わ
た

し
の
よ
う
な
者
が
出
て
も
い
い
の
か

何
度
確
認
し
て
、
出
場
さ
せ
て
も
ら

う
こ
と
に
し
た
。

決
め
た
か
ら
に
は
、
少
し
で
も
上

手
に
演
奏
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
六

人
が
一
緒
に
演
奏
す
る
の
で
他
の
人

の
足
を
ひ
っ
ぱ
る
こ
と
が
無
い
よ
う

に
と
必
至
で
練
習
し
た
。

当
日
が
や
っ
て
き

た
。
劇
場
に
着
き
、

控
え
室
に
入
る
と
、

三
味
線
の
世
界
を
引

っ
ぱ
っ
て
い
る
大
師

匠
な
ど
そ
う
そ
う
た

る
先
生
方
、
こ
の
よ

う
な
会
で
、
三
味
線

が
演
奏
で
き
る
う
れ

し
さ
、
充
実
感
で
い

っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。

時
に
は
こ
の
よ
う
な
刺
激
を
受
け

な
が
ら
、
楽
し
く
生
き
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
、
六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

の
生
き
が
い
だ
と
信
じ
て
毎
日
を
過

ご
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
。

随筆

（４５３）

「
三
弦
の
ひ
び
き
」

太
郎
八
須

市
原

和
子

地
域
防
火
防
犯
活
動

（
火
の
用
心
）

今
年
で
、
御
供
田
地
区
自
治
会
の

防
火
防
犯
活
動
（
火
の
用
心
）
は
三

年
目
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
町

内
の
子
ど
も
会
も
四
カ
所
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

地
域
で
の
自
治
会
と
子
ど
も
会
が

連
携
し
て
地
域
で
の
防
火
防
犯
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
は
、
地
域
で
の
人

（
大
人
と
子
ど
も
）
の
交
流
、
地
域

で
の
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
、
ま

た
地
域
力
向
上
に
も
繋
が
り
ま
す
。

子
ど
も
は
、
防
火
防
犯
活
動
を
経
験

す
る
こ
と
で
、
物
の
見
方
、
考
え
方

も
変
わ
る
だ
ろ
う
し
、
地
域
で
の
連

携
を
図
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時

の
地
域
自
主
防
災
に
も
役
立
つ
こ
と

が
で
き
る
と
、
確
信
し
て
い
ま
す
。

寒
木
瓜
の
紅
の
一
枝
を
卓
上
に

川
村
ユ
キ
ヱ

寒
梅
や
北
野
天
神
絵
馬
攻
め
に

近
藤

与
祢

自
分
流
味
噌
の
香
り
の
七
日
粥

滝
上

由
香

今
年
こ
そ
今
年
こ
そ
は
と
年
迎
う

竹
内

照
恵

雨
の
あ
と
寒
梅
こ
と
に
か
が
や
き
て

仁
木
つ
と
む

ど
ん
ど
火
の
や
が
て
火
の
華
闇
に
果
つ

広
瀬

徳
江

年
女
二
人
並
ん
で
初
写
真

藤
岡

紫
乃

防
人
の
灘
は
荒
波
寒
椿

松
浦

勝
江

海
苔
�
を
潜
り
て
波
の
遅
れ
来
る

松
岡

乙

山
城
を
示
す
賀
正
の
赤
い
文
字

村
田
み
ど
り

声
で
読
む
阿
波
の
民
話
や
雪
の
夜

森

し
げ
る

初
旅
の
斜
張
橋
ゆ
く
神
の
島

山
本

和
子

し
み

山
坊
の
一
味
ち
が
う
凍
豆
腐

青
木

拓
郎

口
髭
が
ゆ
る
ん
で
渡
す
お
年
玉

阿
部

蒼
空

新
年
会
出
る
出
る
唄
や
か
く
し
芸

大
西

通
世

く
ぼ

ひ
ょ
っ
と
こ
の
顔
で
く
ず
湯
を
吹
き
窪
め

阿
部
久
美
子

笹
鳴
に
眠
る
遺
跡
よ
風
の
村

阿
波

武
彦

神
棚
に
年
金
清
め
お
年
玉

大
久
保
雅
義

寒
牡
丹
奉
納
の
書
に
息
詰
め
る

村
尾

芦
月

初
刷
り
の
新
聞
受
け
に
余
り
け
り

橋
本
ま
さ
よ
し

白
雪
や
母
ま
な
う
ら
に
忌
を
修
す

長
尾
寿
美
子

町 報 俳 壇

御供田地区自治会 ほがらか子供会

（１４）町報２００８．２



��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

慶慶

弔弔

（１２月分）

お

く

や

み

本
年
度
の
北
島
町
人
権
問
題
講
演

会
は
、
自
転
車
で
世
界
一
周
を
さ
れ

た
坂
本
達
さ
ん
（
会
社
員
、
サ
イ
ク

リ
ス
ト
、
三
十
九
歳
）
を
お
招
き
し

て
、
昨
年
末
の
十
二
月
に
創
世
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

坂
本
さ
ん
は
、
父
親
の
仕
事
の
関

係
で
小
学
校
時
代
を
フ
ラ
ン
ス
の
パ

リ
で
過
ご
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
で

見
た
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
（
世
界
最
大
の

自
転
車
レ
ー
ス
）
に
魅

せ
ら
れ
、
そ
れ
以
来
、

自
転
車
の
虜
に
な
り
ま

す
。
そ
の
後
、
大
学
を

出
て
か
ら
就
職
し
、
永

年
の
夢
で
あ
っ
た
「
自

転
車
に
よ
る
世
界
一

周
」
の
旅
を
四
年
三
カ

月
も
か
け
て
、
無
事
に

成
功
さ
せ
た
方
で
す
。

こ
こ
で
、
当
日
の
坂
本

さ
ん
の
お
話
の
中
で
、

私
の
心
に
強
く
残
っ
て

い
る
こ
と
を
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

坂
本
さ
ん
が
ア
フ
リ

カ
の
ギ
ニ
ア
と
い
う
国

せ
き
り

の
小
さ
な
村
で
、
マ
ラ
リ
ア
と
赤
痢

を
併
発
し
、
死
線
を
さ
ま
よ
っ
て
い

ゆ
い
い
つ

た
時
、
そ
の
村
の
唯
一
の
医
者
（
シ

ェ
リ
フ
さ
ん
）
が
全
力
で
坂
本
さ
ん

の
治
療
に
あ
た
り
、
村
に
一
本
し
か

残
っ
て
い
な
か
っ
た
、
非
常
に
貴
重

な
マ
ラ
リ
ア
治
療
の
注
射
ま
で
打
っ

て
、
外
国
人
で
あ
る
坂
本
さ
ん
の
命

を
助
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、
シ
ェ
リ
フ
さ
ん
は
、
元
気
に
な

っ
た
坂
本
さ
ん
が
差
し
出
す
お
礼
の

お
金
を
一
切
受
け
取
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
「
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
の

は
、
人
間
と
し
て
当
然
の
こ
と
だ
」

と
言
う
の
で
す
。
（
生
活
の
厳
し

い
地
域
で
は
、
み
ん
な
で
助
け
合

わ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
の

で
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
心
は
温

か
い
）
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
シ
ェ
リ
フ
さ

ん
の
言
葉
は
私
た
ち
の
胸
に
響
き

ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
坂
本
さ
ん
は

数
年
後
に
、
マ
ラ
リ
ア
治
療
薬
を

は
じ
め
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
薬
品

を
ど
っ
さ
り
買
い
込
ん
で
、
再
び

ギ
ニ
ア
の
小
さ
な
村
を
訪
問
し
、

彼
を
助
け
て
く
れ
た
村
人
た
ち
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
す
。
し
か
し
、

坂
本
さ
ん
は
、
村
人
た
ち
が
薬
品
以

上
に
欲
し
が
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
そ
れ
は
、「
き

れ
い
な
水
」
で
す
。
そ
こ
で
、
坂
本

さ
ん
は
、
村
人
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
、

ギ
ニ
ア
人
の
専
門
家
の
協
力
も
得
な

が
ら
、
約
二
年
間
を
か
け
て
、
井
戸

を
完
成
さ
せ
、
村
人
た
ち
に
「
き
れ

い
な
水
」
を
安
定
し
て
供
給
す
る
こ

と
に
成
功
し
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在

は
、
そ
の
村
に
診
療
所
を
建
設
す
る

た
め
に
努
力
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。彼

の
行
動
に
対
し
て
、
国
際
協
力

機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
理
事
長
の
緒
方

貞
子
さ
ん
は
、
「
ギ
ニ
ア
の
人
々
と

共
に
、
汗
を
か
き
、
悩
み
な
が
ら
も

完
成
さ
せ
た
井
戸
、
信
頼
を
深
め
る

国
際
協
力
の
真
の
姿
が
こ
こ
に
あ
り

ま
す
」
と
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

ギギ
ニニ
アア
にに
完完
成成
しし
たた
恩恩
返返
しし
のの
井井
戸戸
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社
会
教
育
指
導
員

下
山

武
夫

講演中の坂本達さん

山

�

隆

人

鯛

浜

中

野

絵

美

那
賀
郡

松

本

英

二

阿
南
市

識

名

望

鯛

浜

執

行

正

浩

名
西
郡

一

宮

綾
希
子

新
喜
来

中

山

健

一

北

村

石

本

有

佳

香
川
県

矢

野

友

規

松
茂
町

齋

藤

奈

穂

新
喜
来

原

田

圭

二

鯛

浜

尾

方

理

恵

鳴
門
市

藤

川

大

中

村

大

島

愛

鳴
門
市

吉

田

裕

一

容

子

る

い

長
男

琉

生

江

尻

藤

原

雅

俊

里

江

み

く

長
女

未

来

鯛

浜

新

開

隆

史

鮎

美

こ
う

せ
い

長
男

紅

星

鯛

浜

内

藤

勝

弘

弘

美

し
ょ
う

た

二
男

翔

太

中

村

大

西

誠

治

智

恵

ゆ
う

な

二
女

結

菜

鯛

浜

西

山

天

亜
希
子

る

う

か

長
女

瑠
羽
香

北

村

玉

井

元

典

子

長
女

み
ひ
ろ

鯛

浜

�

橋

正

巳

真
理
子

ゆ

い

二
女

柚

衣

中

村

林

甲

介

里

香

け
ん
た
ろ
う

長
男

健
太
郎

江

尻

穐

山

幸

治

和

子

の

の

か

長
女

稀
乃
香

中

村

四

柳

浩

之

礼

子

ゆ
う

ほ

長
女

宥

歩

江

尻

松

島

幸

司

一

葉

こ
う

よ
う

二
男

広

陽

高

房

藤

川

大

愛

ら

む

長
女

來

夢

中

村

加

集

伸

治

香

織

ゆ
ず

き

二
女

柚

希

江

尻

齋

藤

次

郎
（
８５
歳
）
鯛

浜

池

田

サ
カ
ヱ
（
９０
歳
）
江

尻

板

東

キ
ク
ヨ
（
９２
歳
）
中

村

近

藤

尚

敏
（
８８
歳
）
高

房

姫

野

ス
ヱ
子
（
８１
歳
）
北

村

松

島

晋

二
（
５５
歳
）
新
喜
来

原

田

モ
ト
ヱ
（
８５
歳
）
江

尻

伊

賀

貞

子
（
９８
歳
）
北

村

���������������������

在
宅
当
番
医
割
出
表

２
月
１７
日
�

上
板

野
田（
五
）医
院

２
月
２４
日
�

上
板

友
成
医
院

３
月
２
日
�

上
板

野
田（
泰
）医
院

３
月
９
日
�

上
板

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク
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一

般

質

問

町
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問
は
、

大
久
保
元
晴
議
員
、
土
井
公
二
議
員
、

羽
坂
登
志
馬
議
員
、
伊
勢
政
二
議
員
、

大
溝
典
幸
議
員
、
武
山
光
憲
議
員
、

増
谷
禎
通
議
員
で
大
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

大
久
保
元
晴
議
員

（
質
問
一
）
老

朽
化
し
た
共
栄

橋
に
つ
い
て

①

先
の
一
般

質
問
で
、
共
栄

橋
の
か
け
替
え
に
つ
い
て
の
課
長
答

弁
は
、
「
共
栄
橋
は
鳴
門
市
、
北
島

町
に
分
か
れ
て
お
り
、
か
け
替
え
は

共
同
事
業
と
な
る
。
過
去
に
鳴
門
市

と
協
議
し
設
計
書
ま
で
で
き
て
い
た

が
、
県
道
へ
の
昇
格
の
要
望
や
国
交

省
と
の
関
連
が
あ
っ
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
個
人
的
に
は
か
け
替
え
は

緊
急
課
題
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

町
長
は
こ
の
協
議
や
設
計
書
に
つ

い
て
、
知
る
限
り
お
答
え
い
た
だ
き

た
い
。

②

山
田
町
政
に
な
り
こ
の
件
に
関

し
て
の
協
議
の
有
無
は
ど
う
な
の
か
。

③

共
栄
橋
に
つ
い
て
の
必
要
性
と

今
後
の
取
り
組
む
姿
勢
に
つ
い
て
考

え
を
お
聞
き
し
た
い
。

（
答
弁
）

現
在
、
県
道
と
し
て
認
定
さ
れ
て

い
る
が
、
道
路
区
域
内
に
境
界
確
定

の
で
き
て
い
な
い
個
人
所
有
の
土
地

が
あ
り
、
県
・
町
に
よ
り
道
路
認
定

を
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
用
地
取
得
の
交
渉
を
し
て
き
た
が
、

年
代
が
古
く
所
在
不
明
な
方
も
お
ら

れ
る
な
ど
、
全
筆
を
取
得
す
る
こ
と

が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

（
質
問
二
）
予
防
接
種
訴
訟
の
公
開

に
つ
い
て

①

北
島
町
が
実
施
し
た
麻
疹
の
予

防
接
種
を
受
け
た
後
に
死
亡
し
た
こ

と
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
、
町
は

争
う
姿
勢
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い
る
。

予
防
接
種
に
対
す
る
町
民
の
不
安

を
払
拭
す
る
た
め
に
、
今
ま
で
の
流

れ
に
つ
い
て
順
序
だ
て
て
公
開
し
て

は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
り
、
厚

生
労
働
省
の
審
議
会
に
関
す
る
情
報

で
あ
る
こ
と
や
、
現
在
争
訟
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
詳
細
の
公
開
は
難
し
い
。

（
質
問
二
）
②

全
国
、
県
内
、
町
内
に
お
け
る
麻

疹
の
予
防
接
種
に
起
因
す
る
死
亡
や

障
害
等
事
案
の
発
生
状
況
は
ど
う
な

の
か
。

（
答
弁
）

厚
生
労
働
省
の
資
料
で
は
、
平
成

十
七
年
に
医
療
費
・
医
療
手
当
給
付

が
三
名
、
十
八
年
に
障
害
年
金
給
付

が
一
名
、
医
療
費
・
医
療
手
当
給
付

が
二
名
、
平
成
十
九
年
に
死
亡
一
名
、

障
害
年
金
給
付
一
名
、
医
療
費
・
医

療
手
当
給
付
二
名
が
認
定
さ
れ
て
い

る
。
本
県
・
本
町
で
は
過
去
の
事
案

は
な
い
。

（
質
問
二
）
③

現
在
、
実
施
し
て
い
る
広
報
内
容

に
つ
い
て
、
注
意
事
項
等
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

対
象
者
に
個
別
通
知
を
す
る
際
に
、

注
意
事
項
や
副
反
応
に
つ
い
て
記
載

さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
同
封

し
、
必
ず
読
ん
で
か
ら
接
種
さ
れ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

（
質
問
三
）
身
体
に
支
障
の
あ
る
人

の
免
許
取
得
の
法
改
正
に
つ
い
て

①

道
路
交
通
法
施
行
規
則
が
改
正

さ
れ
、
聴
力
に
障
害
が
あ
る
者
で
も

一
定
の
条
件
下
で
安
全
が
確
保
さ
れ

れ
ば
普
通
免
許
を
付
与
す
る
と
い
う

改
正
内
容
と
な
っ
た
。

法
改
正
に
伴
っ
て
町
内
居
住
の
該

当
者
及
び
関
係
す
る
方
々
へ
の
周
知

は
ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
の
か
。

（
答
弁
）

対
象
者
に
対
し
て
の
み
周
知
す
る

方
法
と
、
広
報
に
掲
載
す
る
方
法
が

考
え
ら
れ
る
。

（
質
問
三
）

②

取
得
希
望
者
へ
の
助
成
金
制
度

が
新
し
く
発
足
す
る
が
、
本
町
は
決

定
し
て
い
る
の
か
。

③

車
購
入
希
望
者
に
つ
い
て
、
改

造
助
成
金
は
い
く
ら
か
。
近
隣
町
村

と
比
較
し
て
ど
う
か
。

（
答
弁
）

免
許
取
得
助
成
金
制
度
は
上
限
を

二
万
円
、
自
動
車
改
造
助
成
金
制
度

は
上
限
を
十
万
円
と
要
綱
で
定
め
て

お
り
、
郡
内
は
同
額
と
な
っ
て
い
る
。

（
質
問
四
）
凍
結
防
止
剤
の
活
用
と

取
扱
い
に
つ
い
て

①

路
面
凍
結
防
止
剤
に
つ
い
て
、

今
ま
で
年
平
均
、
何
袋
必
要
か
。

（
答
弁
）

町
内
二
十
五
カ
所
で
六
十
七
袋
を
、

年
三
回
か
ら
四
回
程
使
用
し
て
い
る
。

（
質
問
四
）
②

北
島
町
が
配
布
す
る
の
は
、
町
道

の
み
か
。
国
道
や
県
道
も
配
布
す
る

の
か
。

（
答
弁
）

町
道
と
県
道
と
の
取
合
い
部
に
は

使
用
し
て
い
る
。

（
質
問
四
）
③

散
布
す
る
の
は
、
町
職
員
が
出
動

す
る
の
か
、
あ
る
い
は
凍
結
す
る
恐

れ
の
あ
る
場
所
の
近
隣
の
人
に
依
頼

す
る
の
か
、
通
行
車
（
人
）
に
ま
か

せ
る
の
か
。

（
答
弁
）

建
設
課
職
員
が
天
気
予
報
等
に
よ

り
事
前
に
散
布
し
て
い
る
。

土
井
公
二
議
員

（
質
問
一
）
財

源
確
保
に
つ
い

て
役
場
の
封
筒

の
裏
に
広
告
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
募
集
方
法
・

掲
載
さ
れ
た
業
者
数
・
印
刷
部
数
・

町
の
収
入
金
額
は
い
く
ら
か
。
今
後
、

幅
広
く
募
集
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。ま

た
、
鯛
浜
の
町
道
の
植
樹
帯
の

中
に
、
町
内
外
の
広
告
看
板
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も

同
様
に
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

議
会
だ
よ
り

北
島
町
議
会

平
成
十
九
年
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月
十
一
日
に
開
会
さ
れ
、
十
二
月

二
十
一
日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

町
長
提
出
議
案
と
し
て
「
北
島
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
な
ど
十
三
議
案
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て「『
非
核
日
本
宣

言
』
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
六
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
北
島

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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封
筒
広
告
は
町
報
及
び
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
り
募
集
し
た
。
問
い
合

わ
せ
は
五
件
あ
っ
た
が
、
掲
載
し
た

の
は
二
業
者
、
印
刷
部
数
は
計
二
千

枚
、
収
入
額
は
計
二
千
円
で
あ
る
。

今
後
、
町
広
報
の
ほ
か
に
商
工
会

な
ど
へ
案
内
し
、
収
入
の
増
額
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
。

鯛
浜
の
看
板
に
つ
い
て
は
、
不
法

に
占
用
さ
れ
た
物
件
で
あ
り
、
現
在

道
路
法
に
基
づ
き
勧
告
等
を
行
い
、

撤
去
を
指
導
し
て
い
る
。

（
質
問
二
）
町
内
幼
稚
園
児
の
午
後

保
育
に
つ
い
て

幼
稚
園
児
の
午
後
保
育
は
午
後
五

時
三
十
分
ま
で
で
、
以
後
は
児
童
館

へ
移
動
し
て
保
護
者
の
迎
え
を
待
つ
。

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
の
一
時
間
足

ら
ず
の
保
育
を
、
夏
期
は
台
風
・
冬

期
は
暗
い
中
、
園
児
を
移
動
さ
せ
る

の
は
非
常
に
不
安
で
あ
る
。

今
後
、
幼
稚
園
内
で
午
後
保
育
を

実
施
す
る
よ
う
改
善
で
き
な
い
か
。

（
答
弁
）

発
足
当
初
か
ら
工
夫
し
た
結
果
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

今
後
研
究
し
て
、
ご
意
向
に
沿
え

る
面
は
生
か
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
三
）
児
童
館
の
登
録
児
童
に

つ
い
て

児
童
館
の
登
録
児
童
が
急
増
し
て

い
る
が
、
今
後
に
向
け
て
、
登
録
児

童
数
に
対
す
る
児
童
館
職
員
の
効
率

的
な
運
営
方
法
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）

現
在
、
各
児
童
館
の
施
設
面
、
登

録
児
童
数
、
児
童
の
安
全
面
、
児
童

厚
生
員
の
指
導
体
制
等
を
考
慮
し
協

議
を
進
め
て
お
り
、
比
較
的
登
録
児

童
数
の
少
な
い
西
児
童
館
・
東
児
童

館
へ
の
登
録
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

（
質
問
四
）
乳
児
医
療
に
つ
い
て

北
島
町
で
は
三
歳
未
満
は
無
料
、

三
歳
か
ら
七
歳
未
満
は
一
診
療
六
〇

〇
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
年
齢
引
き

上
げ
等
は
で
き
な
い
か
。

（
答
弁
）

県
内
で
は
四
市
町
村
で
九
歳
未
満

ま
で
引
上
げ
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町

で
九
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
と
お
よ
そ

一
、
五
〇
〇
万
円
の
増
額
が
必
要
と

な
り
、
現
時
点
で
の
年
齢
拡
大
は
困

難
と
考
え
る
。

羽
坂
登
志
馬
議
員

（
質
問
一
）
教

育
改
革
、
再
生

に
お
け
る
（
第

三
者
評
価
）
に

つ
い
て

教
育
改
革
、
再
生
を
受
け
、
学
校

に
お
け
る
第
三
者
評
価
の
訪
問
調
査

が
行
わ
れ
た
。
子
ど
も
達
の
学
校
に

対
す
る
意
見
、
先
生
方
へ
の
意
見
は

大
変
貴
重
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査

を
受
け
、
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

く
の
か
。

（
答
弁
）

今
回
は
北
島
小
学
校
と
北
島
北
小

学
校
で
実
施
さ
れ
、
概
ね
良
好
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
が
、
い
く
つ
か
指
摘

を
受
け
て
い
る
点
も
あ
り
、
学
校
と

町
教
委
の
連
携
の
も
と
改
善
し
て
い

き
た
い
。

（
質
問
二
）
災
害
時
に
お
け
る
物
資

供
給
の
協
定
に
つ
い
て

①

物
資
供
給
支
援
や
医
療
支
援
に

関
す
る
状
況
は
、
町
民
に
あ
ま
り
理

解
さ
れ
て
い
な
い
。
物
資
供
給
の
応

援
、
支
援
に
関
す
る
協
定
、
協
議
は

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

（
答
弁
）

災
害
時
に
お
け
る
協
定
に
は
、
物

資
の
供
給
等
が
四
件
、
医
療
救
護
支

援
等
が
二
件
、
避
難
施
設
が
二
件
、

情
報
提
供
が
二
件
、
徳
島
東
部
地
域

十
二
市
町
村
と
相
互
応
援
協
定
が
一

件
、
合
計
十
一
の
協
定
が
締
結
さ
れ

て
い
る
。

（
質
問
二
）
②

各
地
域
に
よ
っ
て
介
護
が
必
要
な

方
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

幼
児
が
多
く
い
る
地
区
が
あ
る
等
、

状
況
が
違
う
。
多
く
の
町
民
の
不
安

を
聞
き
、
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
対
策
を
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
（
概
ね

六
十
五
歳
以
上
）
の
単
身
世
帯
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
で
特
に
緊
急
を
要

す
る
恐
れ
の
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
人

に
緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し
、
急
病

や
緊
急
時
に
二
十
四
時
間
体
制
で
迅

速
か
つ
適
切
な
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

（
質
問
二
）
③

多
く
の
被
災
者
の
方
か
ら
飲
料
水

の
重
要
さ
が
言
わ
れ
て
い
る
。
飲
料

メ
ー
カ
ー
と
の
協
議
は
ど
う
な
の
か
。

公
共
施
設
や
そ
の
周
り
の
災
害
救
援

対
応
で
き
る
自
販
機
の
設
置
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）

北
村
防
災
公
園
と
グ
リ
ー
ン
タ
ウ

ン
中
央
公
園
に
耐
震
性
貯
水
槽
が
設

置
さ
れ
、
町
民
約
二
万
人
に
対
し
て

二
日
分
の
飲
み
水
を
確
保
し
て
い
る
。

地
域
貢
献
型
自
動
販
売
機
の
設
置
は
、

十
一
カ
所
、
十
二
台
で
あ
る
。

（
質
問
三
）
環
境
に
関
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

①

二
十
一
世
紀
は「
環
境
の
世
紀
」

と
言
わ
れ
、
環
境
保
全
に
配
慮
し
た

生
活
が
町
民
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
各
取
り
組
み
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
補
助
、
対
策
を
行
っ
て
い

く
の
か
。

（
答
弁
）

小
・
中
学
校
へ
環
境
学
習
推
進
補

助
金
の
交
付
、
北
島
Ｅ
Ｍ
の
会
発
足

の
支
援
、
環
境
美
化
活
動
等
を
進
め

て
い
る
。
今
後
、
環
境
保
全
活
動
を

協
働
事
業
と
し
て
支
援
し
て
ま
い
り

た
い
。

（
質
問
三
）
②

資
源
ご
み
の
再
資
源
化
率
が
年
々

大
幅
に
低
下
し
て
い
る
が
、
処
理
費

用
低
下
に
向
け
て
の
取
り
組
み
等
を

伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

本
年
度
の
資
源
物
売
り
払
い
収
益

は
上
が
っ
て
い
る
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
は
、
ま
だ
ま
だ
洗
い
が
不
十

分
な
も
の
や
医
療
系
ご
み
な
ど
が
混

入
さ
れ
て
お
り
、
回
収
率
向
上
が
進

ん
で
い
な
い
。

一
方
、
選
別
除
外
さ
れ
た
プ
ラ
ン

タ
ー
・
衣
装
ケ
ー
ス
な
ど
の
「
そ
の

他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
」
は
、
こ

れ
ま
で
埋
め
立
て
処
分
を
行
っ
て
い

た
が
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
燃
料
と

し
て
熱
回
収
し
、
資
源
循
環
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

分
別
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
、
チ

ラ
シ
の
配
布
、
町
報
の
ご
み
ニ
ュ
ー

ス
、
選
別
作
業
場
見
学
会
の
開
催
な

ど
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

（
質
問
四
）
全
国
学
力
、
学
習
状
況

調
査
の
課
題
に
対
す
る
対
策
に
つ
い

て
文
部
科
学
省
は
四
十
三
年
ぶ
り
に

学
力
、
学
習
状
況
調
査
を
行
い
、
結

果
を
公
表
し
た
。
知
識
を
中
心
に
成

果
は
出
て
い
る
が
活
用
力
に
課
題
が

あ
る
と
分
析
し
、
教
育
施
策
や
学
習

指
導
要
領
の
改
定
に
反
映
さ
せ
る
考

え
を
示
し
た
。
北
島
町
の
子
ど
も
達

の
確
か
な
学
力
向
上
の
た
め
、
対
応

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）

今
回
の
学
力
テ
ス
ト
で
は
生
活
環

境
や
学
習
環
境
等
の
調
査
が
あ
り
、

教
科
に
関
す
る
調
査
と
の
相
関
関
係

を
分
析
し
て
、
毎
日
の
教
育
、
指
導

に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
四
）
②
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中
学
校
、
三
小
学
校
の
格
差
は
な

く
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
対
応
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

（
答
弁
）

中
学
校
に
つ
い
て
は
良
好
で
あ
る
。

小
学
校
三
校
は
格
差
の
是
正
す
べ
く

尽
力
し
て
い
る
。

伊
勢
政
二
議
員

（
質
問
一
）
乳

が
ん
年
一
回
検

診
に
つ
い
て

乳
が
ん
の
生

存
率
は
〇
年
で

一
〇
〇
％
、
一
年
で
九
五
・
二
％
、

二
年
で
八
七
・
三
％
、
三
年
で
六
七

・
九
％
、
四
年
で
六
四
・
五
％
、
五

年
で
三
六
・
一
％
で
あ
る
。
北
島
町

の
乳
が
ん
検
診
は
、
健
康
増
進
法
に

定
め
ら
れ
て
い
る
二
年
に
一
回
の
実

施
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
年
一
回
の

検
診
で
は
二
年
検
診
よ
り
八
％
の
生

存
率
ア
ッ
プ
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
一
年
検
診
が
早
期
発
見
に

つ
な
が
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
早

急
に
一
年
検
診
に
移
行
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

（
答
弁
）

本
町
の
乳
が
ん
検
診
は
年
四
回
の

集
団
検
診
を
実
施
し
て
い
る
が
、
受

診
率
は
平
成
十
八
年
度
で
九
・
六
％

と
非
常
に
低
い
現
状
で
あ
る
。
二
年

に
一
回
の
受
診
を
自
発
的
に
受
け
て

い
た
だ
け
る
意
識
啓
発
に
努
め
た
い
。

（
質
問
二
）
検
診
の
実
施
体
制
の
評

価
分
析
に
つ
い
て

乳
が
ん
検
診
に
限
ら
ず
、
整
備
し

た
記
録
を
基
に
年
齢
別
受
診
者
数
、

受
診
率
、
要
精
密
検
査
率
、
精
密
検

査
受
診
率
、
早
期
が
ん
発
見
率
、
陽

性
反
応
的
中
度
等
の
集
計
や
分
析
を

行
い
、
検
診
精
度
の
向
上
を
目
指
す

べ
き
で
あ
る
。
過
去
の
検
診
結
果
の

実
績
を
お
聞
き
し
た
い
。
年
代
別
の

検
診
対
象
者
と
受
診
者
数
、
率
に
変

動
は
あ
る
の
か
。

（
答
弁
）

過
去
の
検
診
結
果
は
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
で
記
録
・
保
存
し
て
い
る
。

受
診
率
は
、
基
本
健
診
は
五
十
二
％
、

各
種
が
ん
検
診
は
大
腸
が
ん
が
二
十

五
〜
三
十
％
、
そ
の
他
は
十
〜
十
五

％
で
あ
る
。
受
診
率
に
大
き
な
変
動

は
な
い
が
、
下
降
傾
向
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
、
受
診
率
向
上
に
努
め
た

い
。

（
質
問
三
）
地
元
買
い
物
ポ
イ
ン
ト

納
税
制
度
に
つ
い
て

納
税
指
導
は
勿
論
、
町
民
が
手
軽

に
納
税
で
き
る
方
法
を
駆
使
し
て
、

町
税
の
徴
収
率
ア
ッ
プ
を
図
る
の
は

行
政
の
責
務
で
あ
る
。
地
元
商
店
で

買
い
物
を
し
て
集
め
た
ポ
イ
ン
ト
を

公
共
料
金
の
納
付
に
充
て
ら
れ
る
制

度
に
す
れ
ば
、
手
軽
に
納
税
が
で
き
、

地
元
商
業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

北
島
町
商
工
会
、
町
内
商
店
の
加

盟
店
に
お
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
集
め

る
カ
ー
ド
の
発
行
等
を
働
き
か
け
て

は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

最
近
、
先
進
地
に
事
例
も
あ
り
、

調
査
・
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
質
問
四
）
自
治
基
本
条
例
制
定
に

つ
い
て

①

地
域
の
特
性
や
多
面
性
を
生
か

し
た
「
町
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め

に
、
「
地
方
自
治
体
の
憲
法
」
と
も

呼
ば
れ
る
「
自
治
基
本
条
例
」
の
制

定
を
提
案
し
た
い
。

②

住
民
参
加
に
焦
点
を
絞
っ
た
条

例
や
、
町
づ
く
り
の
理
念
を
特
化
し

た
条
例
に
す
る
た
め
に
、
町
民
か
ら

公
募
し
た
委
員
で
構
成
し
た
委
員
会

で
作
成
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
町
民

委
員
会
で
の
討
議
も
一
案
と
思
う
が

い
か
が
か
。

（
答
弁
）

「
町
民
の
参
加
」、「
情
報
公
開
と

共
有
」
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と

考
え
て
お
り
、
議
会
や
町
民
の
方
々

と
も
十
分
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自

立
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
。

（
質
問
五
）
警
察
署
跡
地
に
場
外
舟

券
売
り
場
誘
致
に
つ
い
て

旧
北
島
警
察
署
跡
地
に
つ
い
て
、

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
考
慮
し
場
外

舟
券
売
り
場
を
誘
致
し
て
は
ど
う
か
。

競
艇
の
小
規
模
場
外
舟
券
売
り
場
は
、

地
域
住
民
が
利
用
で
き
る
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
を
併
設
す
る
こ
と
が
で
き
、

運
営
主
体
は
地
元
自
治
体
で
、
収
益

の
数
％
が
自
治
体
に
還
元
さ
れ
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
第
三
セ
ク
タ
ー
方

式
を
含
め
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

旧
北
島
警
察
署
跡
地
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
処
分
を
第
一
義
と
し
て
考

え
て
い
る
が
、
場
外
舟
券
売
り
場
誘

致
な
ど
活
用
に
つ
い
て
は
、
事
例
な

ど
を
調
査
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
六
）
旧
吉
野
川
堤
防
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
設
置
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
の
台
風
に
よ
り
崩
壊

寸
前
だ
っ
た
旧
吉
野
川
堤
防
も
、
安

全
に
修
復
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
に

は
堤
防
か
ら
水
面
ま
で
何
も
な
く
急

な
勾
配
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

早
急
に
国
土
交
通
省
に
働
き
か
け

を
し
て
、
こ
の
よ
う
な
危
険
箇
所
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
を
要
望
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

（
答
弁
）

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
に
つ
い
て
は
、

国
地
交
通
省
の
承
認
を
得
て
設
置
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
質
問
七
）
全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ

い
て

①

四
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国
学
力

調
査
の
結
果
が
十
月
に
発
表
さ
れ
た
。

文
部
科
学
省
か
ら
は
、
各
教
育
委
員

会
や
各
学
校
の
関
係
者
に
は
結
果
が

伝
え
ら
れ
、
一
五
〇
の
自
治
体
で
は

結
果
を
公
表
し
て
い
る
。
北
島
町
は

調
査
結
果
を
公
表
す
る
の
か
。

調
査
結
果
の
公
表
の
仕
方
に
よ
っ

て
は
、
過
度
の
競

争
や
序
列
化
を
ま

ね
く
恐
れ
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
学
校

名
を
明
ら
か
に
し

な
い
よ
う
な
配
慮

が
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
い
か
が
か
。

（
答
弁
）

全
国
学
力
テ
ス

ト
は
教
育
の
成
果

と
課
題
を
検
証
し
、

改
善
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お

り
、
北
島
町
で
は

公
表
し
な
い
方
針

で
あ
る
。

（
質
問
七
）
②

「
家
庭
で
学
校

の
宿
題
を
す
る
」

旧吉野川堤防にガードレールの設置を
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「
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
」「
家
の
人
と

学
校
で
の
出
来
事
を
話
す
」
な
ど
の

項
目
が
、
正
答
率
と
の
関
係
が
見
ら

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

何
が
学
力
に
影
響
し
て
い
る
か
、

そ
の
理
由
や
要
因
の
分
析
が
必
要
で

な
い
か
。

（
答
弁
）

生
活
環
境
や
学
習
環
境
等
の
調
査

と
教
科
に
関
す
る
調
査
と
の
相
関
関

係
を
分
析
し
て
、
毎
日
の
教
育
、
指

導
に
具
体
例
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

（
質
問
七
）
③

学
校
評
価
を
積
極
的
に
実
施
し
て

い
る
自
治
体
で
は
、
成
績
の
悪
か
っ

た
学
校
に
対
し
て
教
職
員
を
補
充
し

た
り
、
良
い
結
果
を
出
し
て
い
る
他

の
学
校
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
教
師
だ
け
に
改

善
を
要
求
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

地
域
の
教
育
環
境
全
体
の
向
上
を
図

る
た
め
に
、
行
政
に
よ
る
周
囲
か
ら

の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
見
解

を
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

地
域
の
教
育
環
境
全
体
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
学
校
評
議
員
制
度
を

充
実
し
た
い
。

（
質
問
八
）
原
油
高
に
よ
る
給
食
へ

の
影
響
に
つ
い
て

①

原
油
価
格
の
高
騰
で
食
材
費
が

か
さ
み
、
二
日
間
、
給
食
を
や
め
て

午
後
の
授
業
を
中
止
し
た
り
、
食
材

の
質
を
落
と
し
て
対
応
し
て
い
る
学

校
が
出
て
い
る
。
北
島
町
は
、
原
油

高
騰
に
よ
る
学
校
給
食
へ
の
影
響
は

あ
る
の
か
。

（
答
弁
）

北
島
町
で
は
地
産
地
消
を
取
り
入

れ
、
地
元
の
農
作
物
の
活
用
に
努
め

て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
原
油
高

に
よ
る
大
き
な
影
響
は
な
い
。

（
質
問
八
）
②

長
期
的
な
原
油
高
騰
も
視
野
に
入

れ
て
、
今
後
の
学
校
給
食
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

（
答
弁
）

多
様
な
材
料
を
組
み
合
わ
せ
て
対

応
す
る
と
と
も
に
、
今
後
な
お
検
討

し
て
い
く
。

大
溝
典
幸
議
員

（
質
問
一
）
災

害
時
の
対
策
に

つ
い
て

①

北
村
団
地
、

グ
リ
ー
ン
タ
ウ

ン
に
耐
震
性
貯
水
槽
が
整
備
さ
れ
、

町
民
の
二
日
分
が
給
水
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
本
町
は
河
川
に
分

割
さ
れ
た
地
形
で
、
飲
料
水
の
運
搬

が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
、
三
ツ
合

橋
の
西
北
部
は
水
道
局
か
ら
、
新
高

橋
の
北
西
部
は
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
貯

水
槽
か
ら
の
給
水
に
対
し
、
北
村
団

地
の
貯
水
槽
で
太
郎
八
須
か
ら
鯛
浜

ま
で
の
広
範
囲
を
賄
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
給
水
を
町
全
域
に
均
等
・

公
平
に
行
う
た
め
に
、
町
の
中
央
や

南
部
用
の
貯
水
槽
が
必
要
で
あ
る
。

建
て
替
え
ら
れ
る
中
学
校
敷
地
等
へ

新
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。

（
答
弁
）

災
害
状
況
を
考
え
る
と
、
な
か
な

か
良
案
は
な
く
、
ま
ず
自
助
の
啓
発

と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
で
普
段
か
ら

備
蓄
す
る
な
ど
の
準
備
を
徹
底
し
て

い
く
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

（
質
問
一
）
②

各
地
域
で
自
主
防
災
組
織
が
設
立

さ
れ
、
災
害
に
対
す
る
危
機
意
識
も

高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
公
助
面
で
町

内
外
に
居
住
し
て
い
る
町
職
員
の
緊

急
招
集
時
の
対
応
可
能
人
数
、
消
火

・
救
出
・
救
護
活
動
、
飲
料
水
運
搬
、

提
携
を
結
ぶ
量
販
店
と
の
食
糧
確
保

の
担
当
な
ど
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

（
答
弁
）

災
害
時
は
、
北
島
町
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
、
北
島
町
災
害
対
策
本

部
が
設
置
さ
れ
、
役
割
が
分
担
さ
れ

る
。
職
員
も
動
員
計
画
に
よ
り
配
置

し
て
い
る
。

（
質
問
二
）
地
域
へ
の
説
明
に
つ
い

て
携
帯
電
話
の
電
波
塔
が
住
民
に
説

明
な
く
団
地
公
園
内
に
設
置
さ
れ
、

困
惑
を
招
い
た
。
現
在
、
進
め
ら
れ

て
い
る
東
部
消
防
組
合
と
町
道
三
三

号
線
を
結
ぶ
、
町
道
九
五
三
号
線
も
、

説
明
な
く
工
事
が
開
始
さ
れ
れ
ば
、

住
民
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

町
道
九
五
三
号
線
事
業
の
経
緯
、
今

後
の
年
次
的
な
予
定
も
含
め
て
説
明

い
た
だ
き
た
い
。

（
答
弁
）

町
道
九
五
三
号
線
は
北
村
郵
便
局

北
側
の
県
道
と
の
交
差
点
を
起
点
と

し
、
北
島
北
公
園
の
南
側
を
東
へ
進

み
、
板
野
東
部
消
防
署
前
を
終
点
と

す
る
道
路
で
、
こ
の
道
路
が
完
成
す

る
と
、
緊
急
車
両
が
迅
速
に
活
動
を

行
え
る
よ
う
に
な
る
。

今
年
度
事
業
と
し
て
測
量
設
計
業

務
を
委
託
し
て
お
り
、
業
務
完
了
後
、

説
明
会
を
開
催
し
た
い
。

（
質
問
三
）
行
政
改
革
推
進
に
つ
い

て

西
児
童
館
横
の
空
き
地
と
隣
接
す

る
建
物
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
電
柱

が
三
本
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
へ
の
対
応
が
遅

れ
る
の
は
、
行
政
改
革
に
よ
る
節
約

一
辺
倒
の
ひ
ず
み
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
本
来
、
行
政
改
革
と
は
財
政
の

悪
化
や
社
会
変
化
に
対
応
し
て
、
組

織
の
簡
素
・
合
理
化
・
事
務
の
効
率

化
、
職
員
数
や
給
与
の
適
正
化
を
図

る
こ
と
で
、
住
民
に
無
理
強
い
す
る

こ
と
で
は
な
い
。

改
革
に
対
し
て
再
確
認
し
、
個
人

別
の
認
識
度
を
是

正
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

（
答
弁
）

行
革
と
は
削
減

が
目
的
で
な
く
、

そ
の
必
要
性
を
見

直
し
、
抑
制
す
べ

き
は
抑
制
し
、
必

要
な
分
野
に
財
源

を
重
点
配
分
す
る

な
ど
、
新
し
い
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
を

目
指
す
も
の
で
あ

る
。
常
に
動
く
環

境
の
変
化
に
対
応

し
つ
つ
、
未
来
永

劫
的
に
取
り
組
む

課
題
で
あ
る
と
考

え
る
。

電
柱
は
撤
去
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
質
問
四
）
学
校
給
食
の
予
算
に
つ

測量が進む町道９５３号線予定地
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い
てバ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
人
気
等
に
よ

る
食
材
の
高
騰
や
食
品
偽
装
・
消
費

期
限
の
改
ざ
ん
な
ど
、
学
校
給
食
へ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。

学
校
給
食
と
は
子
ど
も
達
の
健
康

増
進
や
正
し
い
食
生
活
を
習
慣
づ
け

る
と
い
う
意
義
と
共
に
、
保
護
者
に

は
子
育
て
支
援
事
業
と
も
考
え
ら
れ

る
。
今
後
も
給
食
内
容
を
維
持
し
、

給
食
費
の
値
上
げ
を
行
わ
ず
、
安
心

で
き
る
食
材
確
保
の
た
め
の
予
算
措

置
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

（
答
弁
）

北
島
町
で
は
地
産
地
消
を
取
り
入

れ
、
地
元
の
農
作
物
の
活
用
に
努
め

て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
原
油
高
に

よ
る
大
き
な
影
響
は
な
い
。

（
質
問
五
）
中
学
校
の
新
設
に
つ
い

て
中
学
校
の
建
替
え
は
二
年
間
引
き

伸
ば
さ
れ
、
十
九
年
九
月
に
基
本
構

想
案
と
全
工
事
期
間
に
二
十
六
カ
月

必
要
と
の
報
告
を
受
け
た
。

二
十
年
四
月
に
開
始
さ
れ
て
も
現

在
の
一
年
生
は
卒
業
ま
で
の
二
年
間
、

仮
設
校
舎
で
中
学
校
生
活
を
終
え
る

こ
と
に
な
る
。
長
期
間
、
仮
設
校
舎

で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
子
ど

も
達
に
、
最
後
の
一
学
期
間
だ
け
で

も
新
し
い
校
舎
を
体
感
さ
せ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
早
期
着
工
と
工
期
短

縮
に
つ
い
て
考
慮
い
た
だ
き
た
い
。

（
答
弁
）

早
期
着
工
と
工
期
短
縮
を
考
慮
し

な
が
ら
基
本
設
計
完
了
に
近
づ
い
て

い
る
。
中
学
校
改
築
に
向
け
、
内
容

の
充
実
と
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割

を
も
っ
た
中
学
校
と
し
た
い
。

武
山
光
憲
議
員

（
質
問
一
）
二

十
年
度
に
向
け

た
財
政
確
保
と

組
織

①

地
方
財
政

健
全
化
法
が
成
立
し
、
二
〇
〇
八
年

度
決
算
か
ら
特
別
会
計
も
含
め
総
合

的
に
公
表
さ
れ
る
。

実
質
公
債
費
比
率
は
二
〇
％
以
上

を
破
綻
と
み
な
す
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
北
島
町
は
平
成
十
七
、
十
八
年

度
決
算
で
は
何
％
か
。

（
答
弁
）

平
成
十
七
年
度
が
七
・
一
％
、
十

八
年
度
が
七
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
質
問
一
）
②

交
付
税
・
補
助
金
の
削
減
、
高
齢

化
社
会
に
よ
る
社
会
保
障
の
負
担
増
、

法
人
税
等
の
税
収
の
落
ち
込
み
等
に

よ
り
予
算
編
成
は
厳
し
く
な
っ
て
い

る
が
、
税
源
確
保
に
向
け
探
求
さ
れ

て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）

税
源
確
保
に
つ
い
て
は
課
税
客
体

の
正
確
な
把
握
、
滞
納
に
つ
い
て
は

徳
島
県
滞
納
整
理
機
構
へ
の
移
管
や
、

三
カ
月
間
に
わ
た
る
県
職
員
と
税
務

課
職
員
に
よ
る
滞
納
整
理
を
行
い
、

税
の
徴
収
強
化
を
図
っ
た
。

ま
た
、
財
源
確
保
と
し
て
は
、
補

助
事
業
や
交
付
金
事
業
に
採
用
さ
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

（
質
問
一
）
③

今
後
、
人
件
費
削
減
の
た
め
一
人

の
仕
事
量
が
増
え
、
運
営
面
で
は
複

雑
化
し
て
く
る
。
適
材
適
所
、
人
材

育
成
（
対
外
）
目
的
を
設
定
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
必
要
と
な
る

が
、
ど
の
よ
う
な
青
写
真
、
認
識
を

お
持
ち
か
。

（
答
弁
）

こ
れ
か
ら
の
組
織
づ
く
り
と
し
て
、

「
プ
ロ
ゼ
ク
ト
制
」
や
「
グ
ル
ー
プ

制
／
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
制
」
の
活

用
を
挙
げ
、
逐
次
適
用
す
る
と
と
も

に
、
職
員
研
修
の
機
会
を
つ
く
り
、

職
員
育
成
に
努
め
て
い
る
。

（
質
問
二
）
幼
保
一
元
の
総
合
的
検

討
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を
統
合

し
た
「
認
定
こ
ど
も
園
」
制
度
が
始

ま
っ
て
一
年
が
経
過
し
て
い
る
。
北

島
町
に
お
い
て
、
幼
保
問
題
の
方
向

性
が
い
ま
だ
見
え
て
こ
な
い
が
、
今

後
ど
う
す
る
の
か
。

（
答
弁
）

認
定
こ
ど
も
園
の
検
証
を
実
施
、

前
期
子
育
て
を
ど
う
す
べ
き
か
、
内

部
で
の
話
し
合
い
を
進
め
て
、
で
き

る
だ
け
早
く
次
の
段
階
へ
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

（
質
問
三
）
災
害
と
避
難
体
制

①

北
島
町
に
お
け
る
災
害
時
の
飲

料
水
確
保
（
耐
震
性
貯
水
槽
）
の
設

置
状
況
と
能
力
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

北
村
防
災
公
園
と
グ
リ
ー
ン
タ
ウ

ン
中
央
公
園
に
耐
震
性
貯
水
槽
が
設

置
さ
れ
、
町
民
約
二
万
人
に
対
し
て

二
日
分
の
飲
み
水
を
確
保
し
て
い
る
。

（
質
問
三
）
②

十
月
一
日
よ
り
緊
急
地
震
速
報
が

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
中
越
地
震
で
は

速
報
が
出
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

住
民
の
半
数
近
く
が
何
も
し
な
か
っ

た
。
北
島
町
と
し
て
は
防
災
無
線
の

利
用
も
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
利

用
さ
れ
る
の
か
。

（
答
弁
）

平
成
十
九
年
十
月
一
日
よ
り
気
象

庁
に
よ
る
緊
急
地
震
速
報
の
一
般
提

供
開
始
を
受
け
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
周
知

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
町
で
も

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
防
災
行

政
無
線
を
利
用
し
住
民
に
伝
達
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
三
）
③

避
難
勧
告
及
び
広
報
活
動
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
周
知
徹
底
で
き
て
い
る
の
か
。

避
難
場
所
で
の
避
難
体
制
組
織
表
及

び
各
関
係
連
絡
先
の
掲
示
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
力
関
係
等
、
わ

か
り
や
す
く
情
報
開
示
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

（
答
弁
）

避
難
情
報
の
伝
達
方
法
は
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
同
報
系
無
線
、
広
報
車
、

消
防
団
等
に
よ
る
広
報
を
考
え
て
い

る
。
今
後
、
携
帯
メ
ー
ル
を
活
用
し

た
情
報
伝
達
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
平
成
十
六
年

度
に
全
戸
配
布
し
、
そ
の
後
の
転
入

者
に
は
住
民
課
窓
口
、
総
務
課
に
お

い
て
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
島

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

避
難
体
制
組
織
は
、
北
島
町
地
域

防
災
計
画
に
お
い
て
位
置
づ
け
を
し

て
い
る
。

（
質
問
三
）
④

徳
島
東
部
地
域
市
町
村
長
懇
談
会

で
、
新
た
な
災
害
時
に
お
け
る
広
域

化
の
協
定
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

（
答
弁
）

徳
島
東
部
地
域
に
お
け
る
災
害
時

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
書
が
八
月

十
日
、
十
二
市
町
村
で
締
結
さ
れ
た
。

（
質
問
三
）
⑤

北
島
町
自
主
防
災
組
織
の
現
状
と

今
後
の
対
策
は
。

（
答
弁
）

現
在
の
自
主
防
災
組
織
数
は
八
組

織
で
、
世
帯
数
の
組
織
率
は
二
九
・

九
三
％
で
あ
る
。
今
後
、
自
主
防
災

組
織
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら

結
成
啓
発
を
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
三
）
⑥

大
正
元
年
の
洪
水
時
の
水
位
を
役

場
前
に
ポ
ー
ル
で
設
置
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
災
害
時
の
避
難
場
所
に
つ

い
て
、
地
域
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
の
提

携
が
で
き
な
い
か
。
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今
切
川
、
旧
吉
野
川
の
橋
桁
に
水

位
計
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

岸
ノ
上
地
域
の
避
難
に
つ
い
て
、

広
域
化
の
中
で
松
茂
町
と
話
し
が
で

き
な
い
か
。

（
答
弁
）

庁
舎
前
消
防
詰
所
の
外
壁
に
、
海

抜
、
地
盤
高
、
洪
水
時
の
水
位
等
を

表
示
し
た
い
。

町
有
施
設
以
外
の
避
難
場
所
と
し

て
、
東
邦
テ
ナ
ッ
ク
ス
�
と
フ
ジ
グ

ラ
ン
北
島
と
協
定
書
を
締
結
し
て
い

る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
と
の
提
携
は
大
洪

水
時
に
住
民
が
上
へ
避
難
す
る
と
考

え
ら
れ
、
避
難
場
所
と
し
て
は
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
て
い
る
避
難

場
所
の
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

橋
桁
の
目
盛
板
設
置
に
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
省
に
要
望
し
て
い
く
。

岸
ノ
上
地
域
に
つ
い
て
は
、「
徳
島

東
部
地
域
に
お
け
る
災
害
時
相
互
応

援
に
関
す
る
協
定
書
」
に
、
被
災
者

を
一
時
収
容
す
る
た
め
の
施
設
の
提

供
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
隣
接

市
町
と
具
体
的
な
協
議
を
進
め
た
い
。

（
質
問
四
）
住
民
活
動
推
進
助
成
金

現
在
、
地
域
住
民
活
動
に
対
す
る

助
成
金
は
上
限
十
万
円
だ
が
、
十
万

円
を
越
え
た
広
域
な
活
動
事
業
に
つ

い
て
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

（
答
弁
）

今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
こ
の

基
金
が
広
く
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
、
金
額
の
変
更
は
考
え

て
い
な
い
。
ま
た
、
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
助

成
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て

い
る
。

増
谷
禎
通
議
員

（
質
問
一
）
高

齢
者
保
険
医
療

に
つ
い
て

①

前
期
高
齢

者
は
来
年
度
か

ら
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
。
対
象

者
は
何
人
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

（
答
弁
）

十
二
月
一
日
現
在
六
〇
一
人
で
す
。

（
質
問
一
）
②

特
定
健
診
が
義
務
化
さ
れ
る
が
、

町
は
被
保
険
者
の
健
康
診
断
結
果
を

ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）

基
本
検
診
・
各
種
が
ん
検
診
等
の

結
果
報
告
を
受
け
、
年
次
的
に
記
録

保
管
し
て
い
る
。
保
健
指
導
は
保
健

師
、
栄
養
士
に
よ
る
要
注
意
者
へ
の

個
別
訪
問
や
健
康
相
談
に
お
い
て
随

意
対
応
し
て
い
る
。

（
質
問
一
）
③

特
定
健
診
や
ド
ッ
ク
に
よ
る
健
診

の
結
果
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て

い
る
の
か
。

（
答
弁
）

人
間
ド
ッ
ク
及
び
脳
ド
ッ
ク
の
健

診
結
果
に
つ
い
て
は
、
健
診
を
受
け

ら
れ
た
町
内
医
療
機
関
か
ら
、
本
人

と
町
に
通
知
が
さ
れ
て
い
る
が
、
保

健
指
導
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ

行
っ
て
い
な
い
。

（
質
問
一
）
④

後
期
高
齢
者
医
療
の
対
象
者
は
何

人
で
、
個
々
に
対
す
る
周
知
は
ど
の

よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
る
の
か
。

（
答
弁
）

十
一
月
末
日
現
在
で
、
一
、
八
四

八
人
で
す
。
今
ま
で
に
町
報
で
広
報

を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
も
町
報
等

で
広
報
す
る
と
と
も
に
対
象
者
全
員

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
同
封
の
も
と
個
人

通
知
し
た
い
。

（
質
問
一
）
⑤

葬
祭
費
は
他
市
町
村
に
比
べ
て
低

い
が
、
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

（
答
弁
）

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
に
お
い
て

も
給
付
額
が
二
万
円
と
決
定
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
質
問
二
）
税
の
収
納
状
況
及
び
対

策
に
つ
い
て

①

多
重
債
務
に
苦
し
ん
で
い
る
滞

納
者
へ
の
対
応
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
。
法
テ
ラ
ス
等
の
活
用
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

納
税
相
談
に
お
い
て
、
納
入
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
「
徴
収
の
猶
予
」
又
は

「
滞
納
処
分
の
停
止
」
条
項
を
適
用

し
、
滞
納
金
額
を
適
宜
分
割
す
る
な

ど
、
納
税
者
の
権
利
の
確
保
を
図
る

こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。

（
質
問
二
）
②

不
納
欠
損
の
主
な
理
由
は
何
か
。

（
答
弁
）

滞
納
者
の
死
亡
、
所
在
不
明
、
生

活
扶
助
等
に
よ
る
「
滞
納
処
分
の
停

止
」
措
置
に
よ
り
不
納
欠
損
処
理
し

た
も
の
が
全
体
の
十
六
％
、
残
り
が

時
効
期
間
の
満
了
に
よ
る
消
滅
時
効

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
で
き

る
限
り
時
効
を
中
断
し
て
、
債
権
保

全
に
努
め
た
い
。

（
質
問
二
）
③

決
算
意
見
書
の
使
用
料
等
の
不
納

欠
損
と
い
う
の
は
何
か
。

（
答
弁
）

公
共
下
水
道
占
用
料
で
、
訪
問
集

金
等
に
よ
る
再
三
の
督
促
に
も
応
じ

ず
、
徴
収
が
で
き
て
い
な
い
。

（
質
問
三
）
公
共
下
水
道
や
土
木
事

業
に
お
け
る
随
意
契
約
の
状
況
に
つ

い
て

①

決
算
意
見
書
に
随
意
契
約
が
散

見
さ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

随
意
契
約
の
理
由
は
何
か
。

（
答
弁
）

地
方
自
治
法
施
行
令
の
「
緊
急
の

必
要
に
よ
り
競
争
入
札
に
付
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
き
」「
時
価
に
比
し

て
著
し
く
有
利
な
価
格
で
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
で
き
る
見
込
み
が
あ

る
と
き
」
の
二
項
を
適
用
し
て
い
る
。

（
質
問
三
）
②

公
共
下
水
道
工
事
の
発
注
状
況
に

つ
い
て
工
期
は
守
れ
る
の
か
。
現
場

事
務
所
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
で

な
い
か
。
指
導
は
し
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）

工
期
内
に
は
完
了
す
る
よ
う
に
進

め
て
い
る
。

現
場
事
務
所
は
近
く
に
確
保
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
老
門
に
設
置
し
て

い
る
。
現
場
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

は
今
後
も
指
導
し
て
い
く
。

（
質
問
四
）
教
育
問
題
に
つ
い
て

①

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

（
答
弁
）

各
地
域
に
お
け
る
教
育
の
成
果
と

課
題
を
検
討
し
、
改
善
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
北
島
町
で
は

公
表
し
な
い
方
針
で
あ
る
。

（
質
問
四
）
②

補
正
予
算
で
は
実
施
設
計
予
算
や

仮
設
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

基
本
設
計
が
完
成
し
て
い
な
い
今
、

早
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
答
弁
）

も
う
少
し
で
基
本
設
計
が
仕
上
が

り
、
内
容
充
実
、
そ
の
他
の
役
割
を

持
っ
た
施
設
と
す
べ
く
進
ん
で
い
る
。

（
質
問
五
）
水
道
事
業
に
つ
い
て

浄
水
場
管
理
に
つ
い
て
、
水
道
課

を
浄
水
場
に
移
転
し
行
う
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
、
移
転
の
障
害
が
何
か

あ
る
の
か
。

（
答
弁
）

現
在
の
管
理
棟
で
は
ス
ペ
ー
ス
的

に
無
理
が
あ
り
、
管
理
棟
の
新
設
及

び
来
場
者
用
の
駐
車
場
等
が
必
要
と

な
る
。
ま
た
事
務
所
が
役
場
か
ら
離

れ
る
こ
と
に
な
り
、
住
民
の
利
便
性
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を
考
え
る
と
、
水
道
課
全
体
が
浄
水

場
へ
移
転
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は

な
い
と
考
え
る
が
、
職
員
の
配
置
等

総
合
的
な
見
地
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
六
）
ご
み
の
減
量
化
と
焼
却

炉
の
将
来
計
画
に
つ
い
て

①

ご
み
の
減
量
化
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。
具
体
的
な
方
策
は

考
え
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）

今
年
度
四
〜
九
月
ま
で
の
収
集
量

は
こ
こ
四
年
間
で
最
小
に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
が
持
続
す
る
よ
う
町
民
の

皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
引
き
続
き
ご
み
減
量
化
対
策
を

講
じ
て
い
く
。

（
質
問
六
）
②

焼
却
炉
は
老
朽
化
し
て
い
る
。
将

来
の
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
、
経
費

ば
か
り
か
か
る
こ
と
に
な
る
が
、
他

町
に
受
入
等
に
つ
い
て
協
議
を
か
け

た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

（
答
弁
）

住
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で

あ
り
、
今
後
と
も
定
期
的
に
補
修
工

事
を
実
施
し
施
設
の
延
命
化
を
図
り

な
が
ら
、
ご
み
処
理
設
備
の
将
来
計

画
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
質
問
七
）
職
員
の
倫
理
規
定
及
び

給
与
等
に
つ
い
て

①

公
務
上
に
よ
る
自
動
車
等
の
事

故
の
取
り
扱
い
規
定
は
軽
く
、
見
直

す
べ
き
で
あ
る
。

（
答
弁
）

平
成
十
八
年
度
に
改
正
し
、
懲
戒

等
の
処
分
基
準
を
重
く
し
、
飲
酒
運

転
に
つ
い
て
は
公
私
を
問
わ
な
い
と

し
て
い
る
。

（
質
問
七
）

②

職
員
の
給
与
査
定
や
成
績
査
定

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

③

過
去
に
勤
勉
手
当
が
査
定
さ
れ

た
こ
と
は
あ
る
の
か
。
仕
事
の
で
き

な
い
人
も
で
き
る
人
も
同
じ
で
は
不

公
平
で
あ
る
。
規
則
が
あ
る
以
上
こ

れ
を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

（
答
弁
）

町
と
し
て
は
、
ま
ず
自
己
申
告
書

に
よ
り
職
員
の
状
況
を
把
握
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
人
事
評
価
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
に
全
職
員
を
対
象
と

し
た
研
修
を
行
い
、
実
施
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

【
議
会
傍
聴
の

お
知
ら
せ
】

本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

傍
聴
は
本
会
議
当
日
、
先
着

順
に
受
け
付
け
を
し
て
い
ま

す
。
第
一
回
定
例
会
は
三
月

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
時
等

に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
決
定

次
第
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

�
六
九
八
―
九
八
一
一

「「
心心
をを
つつ
なな
ごご
うう
！！
世世
代代
間間
交交
流流
にに
よよ
るる
交交
通通
安安
全全
」」をを
開開
催催
しし
てて

交
通
安
全
母
の
会

会
長

富
山
知
恵
子

十
一
月
二
十
三
日
�
、
北
島
町
役

場
に
お
い
て
、
全
国
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
依
託
事
業
で
あ
る
、
「
子

ど
も
と
親
、
高
齢
者
に
よ
る
三
世
代

間
交
流
事
業
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

お
よ
そ
二
百
人
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、安
全

・
安
心
な
地
域
づ
く
り
が
目
的
で
す
。

開
会
行
事
の
後
、
着
ぐ
る
み
も
登

場
し
た
交
通
安
全
の
寸
劇
と
、
夜
間

の
事
故
防
止
に
有
効
な
反
射
材
使
用

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
す
。
全

面
反
射
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
帽
子
な
ど

町
長
さ
ん
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ

ん
も
モ
デ
ル
と
し
て
出
演
し
て
頂
き

ま
し
た
。

ま
た
、
県
警
交
通
教
育
隊
に
よ
る

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
た
、
町

内
の
危
険
な
交
差
点
等
の
安
全
な
通

行
等
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
飲

酒
運
転
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
飲
酒
体

験
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し
、
飲
酒
状
態

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
う
あ
ー
」
と
喚
声
が
上
が
っ
た

の
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ
ン

ビ
ン
サ
ー
に
よ
る
衝
突
体
験
で
し
た
。

時
速
五
キ
ロ
で
衝
突
し
、
エ
ア
バ
ッ

グ
も
広
が
る
リ
ア
ル
さ
で
、
こ
ど
も

も
高
齢
者
も
楽
し
み
な
が
ら
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
重
要
性
を
体
感
で
き
ま

し
た
。

展
示
物
と
し
て
は
「
通
学
路
マ
ッ

プ
」「
事
故
パ
ネ
ル
」「
六
年
生
に
よ
る

交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
」「
孫

か
ら
祖
父
母
に
写
真
を
添
え
た
交
通

安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
」
な
ど
で
、

特
に
「
交
通
安
全
川
柳
」
と
「
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
」
は
多
数
の
応
募
を

い
た
だ
き
、
選
考
後
、
優
秀
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
町
で
も
、
核
家
族
が
多

く
、
近
隣
の
家
庭
相
互
の
交
流
も
少

な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
家
庭
や
地
域

か
ら
の
交
通
事
故
防
止
が
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
通
じ
て

世
代
を
乗
り
越
え
交
通
安
全
を
学
び
、

心
を
つ
な
ぐ
事
に
よ
っ
て
、
思
い
や

り
の
心
を
育
み
、
交
通
事
故
総
数
の

減
少
を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
交
通
事
故
の
無
い
北
島
町

に
…
な
り
ま
す
よ
う
に
！

白バイに乗り警察官の気分を

侵
入
盗
被
害
発
生
に
つ
い
て

最
近
、
徳
島
北
警
察
署
管
内
で
は
、

家
人
の
留
守
中
に
家
に
入
り
金
品
を

盗
む
空
き
巣
、
ま
た
深
夜
、
家
人
が

就
寝
中
に
カ
ギ
を
掛
け
て
い
な
い
窓

な
ど
か
ら
家
に
入
り
金
品
を
盗
む
忍

び
込
み
と
い
っ
た
侵
入
窃
盗
が
連
続

発
生
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
侵
入
窃
盗
の
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
自
宅
で
就
寝
し
て
い
る
と

き
で
も

※
戸
締
ま
り
は
確
実
に
す
る
。

※
目
立
つ
場
所
に
は
貴
重
品
を
置
か

な
い
。

※
防
犯
装
置
（
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

等
）
を
設
置
す
る
。

な
ど
の
防
犯
対
策
を
と
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

万
一
、
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
犯
人
検
挙
の
た
め
に
も
、

次
の
よ
う
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
犯
罪
現
場
は
そ
の
ま
ま
に

な
る
べ
く
そ
の
中
や
付
近
に
立
ち

入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

②
す
ぐ
に
届
け
出
を

一
一
〇
番
通
報
ま
た
は
警
察
署
、

交
番
、
駐
在
所
ま
で
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

警
察
で
は
、
犯
罪
か
ら
皆
さ
ん
を

守
る
た
め
、
日
々
奔
走
し
て
お
り
ま

す
が
、
何
よ
り
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

徳
島
北
警
察
署�

六
九
八
―
〇
一
一
〇

（２２）町報２００８．２



わ
く
わ
く
・
リ
サ
イ
ク
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
二
月
二
十
四
日
�
十
時
〜

日
時
▼
三
月
九
日
�
十
時
〜

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
い
合
わ
せ
▼
島
浦
（
�
〇
九
〇
・

七
一
四
八
・
四
三
三
九
）

辻

真

先

講

演

会

◎

ア

ニ

メ

三

国

志

日
時
▼
三
月
二
日
�
十
四
時
半

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師
▼
辻
真
先
さ
ん
（
つ
じ
・
ま
さ

き

ア
ニ
メ
脚
本
家
、
作
家
、
日

本
推
理
作
家
協
会
会
員
、
日
本
Ｓ

Ｆ
作
家
ク
ラ
ブ
会
員
、
７５
歳
）

【

同

時

開

催

、

辻
真
先
氏
資
料
展
】

■
講
演
会
開
催
を
記
念
し
て
、
図
書

館
で
は
一
階
カ
ウ
ン
タ
ー
前
で
二
月

上
旬
か
ら
三
月
二
日
ま
で
、
辻
真
先

さ
ん
が
脚
本
で
関
わ
っ
た
ア
ニ
メ
作

品
の
資
料
等
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

ペ
ル
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
吹
奏
楽
団
演
奏
会

日
時
▼
三
月
八
日
�
十
八
時
半
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

出
演
・
主
催
▼
ペ
ル
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
吹

奏
楽
団
（
野
田
�
六
九
八
・
九
六

七
〇
）

演
奏
予
定
曲
目
▼
ポ
ッ
プ
ス
マ
ー
チ

「
す
て
き
な
日
々
」、「
ソ
ン
グ
・
オ

ブ
・
ラ
イ
フ
」、「
未
来
予
想
図
」他

国
立
音
大
徳
島
同
調
会
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
▼
三
月
九
日
�
十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
一
千
円
（
前
売
当
日
共
）

出
演
▼
吉
崎
奈
生
子
、
藤
原
茉
莉
子
、

川
内
麻
紀
、
松
田
幸
恵
、
佐
藤
由

美
子
、
武
田
仁
美
、
三
村
加
奈
、

八
木
佳
代
、
近
藤
恵
美
、
川
真
田

加
穂
里
、
斎
藤
典
子
、
板
東
久
美

演
奏
予
定
曲
目
▼
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
田

園
幻
想
曲
」（
ド
ッ
プ
ラ
ー
）、「
楽

興
の
時
」（
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
）
ほ
か

主
催
▼
国
立
音
楽
大
学
徳
島
同
調
会

（
粟
田
�
六
九
八
・
二
〇
八
八
）

お
は
な
し
ワ
ン
ワ
ン
く
ら
ぶ

■
毎
週
日
曜
日
十
四
時
か
ら
、
図
書

館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
い
お

は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第

三
日
曜
日
に
は
手
話
が
つ
き
ま
す
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
楠
木
誠
一
郎
『
消
え
た
探
偵
犬
の

秘
密
』
ジ
ャ
イ
ブ

●
ロ
ブ
・
キ
ッ
ド
『
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス

パ
ロ
ウ
の
冒
険
９

踊
る
時
間
』
講

談
社

●
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ツ
ェ
ラ
ー
『
ア

ン
ト
ン

命
の
重
さ
』
主
婦
の
友
社

●
ジ
ョ
ン
・
ミ
ン
ヒ
『
ル
ー
ン
の
子

供
た
ち
３
』
宙
（
お
お
ぞ
ら
）
出
版

●
池
田
啓
『
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
お
し
え

て
く
れ
た
』
フ
レ
ー
ベ
ル
館

●
村
山
寿
美
枝
『
入
場
料
は
ど
ん
ぐ

り
５
つ
』
講
談
社

●
た
る
い
し
ま
こ
『
ま
ぜ
ま
ぜ
ぷ
ー

ち
ゃ
ん
』
ポ
プ
ラ
社

《
一

般

書
》

●
酒
井
順
子
『
携
帯
の
な
い
青
春
』

幻
冬
舎

●
森
博
嗣
『
も
え
な
い
』
角
川
書
店

●
田
部
井
淳
子『
山
か
ら
の
贈
り
物
』

角
川
学
芸
出
版

●
中
村
彰
彦
『
東
に
名
臣
あ
り

家

老
列
伝
』
文
芸
春
秋

●
「
徹
子
の
部
屋
」
制
作
委
員
会
編

『「
徹
子
の
部
屋
」
の
３０
年
』
講
談
社

●
佐
藤
優
『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
人

間
論
』
新
潮
社

●
藤
堂
志
津
子
『
夫
の
火
遊
び
』
集

英
社

●
恩
田
陸
『
い
の
ち
の
パ
レ
ー
ド
』

実
業
之
日
本
社

●
古
沢
良
太
『
お
い
し
い
ご
は
ん
』

徳
間
書
店

演
題
▼
「
ア
ニ
メ
三
国
志
〜
脚
本
執

筆
一
千
五
百
本
・
疾
風
怒
濤
の
青

春
録
〜
」

入
場
料
▼
無
料

■
彼
は
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」「
エ
イ
ト
マ

ン
」「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
」「
サ
ザ
エ
さ

ん
」「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」「
ド
ラ
え
も

ん
」
な
ど
、
膨
大
な
数
の
ア
ニ
メ
脚

本
を
書
い
た
。
そ
の
人
の
名
は
辻
真

先
│
│
■
辻
さ
ん
は
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

の
黎
明
期
か
ら
成
長
期
・
安
定
期
の

屋
台
骨
を
支
え
た
超
大
物
脚
本
家
で

す
■
こ
の
た
び
創
世
ホ
ー
ル
は
、
生

き
る
伝
説
の
人
、
辻
真
先
さ
ん
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
熱
気
に
満
ち
た
ア

ニ
メ
製
作
現
場
の
見
聞
録
と
、
ご
自

身
の
疾
風
怒
濤
の
日
々
を
回
顧
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
感
動
必
至
！
多
数

ご
参
集
下
さ
い
■
詳
細
は
今
月
号
挾

み
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

▲シンボルマーク

図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

▲アニメ脚本家・
辻真先氏

▲辻真先氏関係のアニメ資料等

図 書 館 の 休 館 日
３月

３日�
１０日�
１７日�
１９日（第３水・館内整理日）
２０日（木・祝）
２４日�
３１日�

２月

４日�
１１日（月・祝）
１２日（火・振替休）
１８日�
２１日（第３木・館内整理日）
２５日�

（２３） 町報２００８．２



町報フォトグラフィ 中村 関 憲二「祭 礼 の 日」
ニコンD２００、レンズ（１８～７０�）、シャ
ッター １／２５０、絞り値F８、フィルム
デジタル

撮影
データ

かわいい巫女さんが、神楽を舞う真剣な姿が、とてもよかった。

（中村 大将軍神社）

婦婦

人人

会会

初初

詣詣
副
会
長

上
岡

久
子

毎
年
恒
例
の
初
詣
は
、
一
月
十
二

日
し
ま
な
み
海
道
の
中
に
あ
る
大
三

島
、
大
山
祗
神
社
と
生
口
島
内
の
総

本
山
耕
山
寺
と
、
神
仏
両
方
の
お
参

り
に
行
き
ま
し
た
。
午
前
七
時
役
場

発
、
四
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

前
日
の
天
気
予
報
で
は
雨
と
の
こ
と
、

心
配
し
ま
し
た
が
集
合
時
間
は
雨
も

や
み
ホ
ッ
と
し
、
時
々
は
降
り
ま
し

た
が
皆
様
の
元
気
な
パ
ワ
ー
で
心
配

す
る
事
無
く
楽
し
い
旅
が
出
来
ま
し

た
。
大
山
祗
神
社
の
御
祭
神
は
、
天

照
大
神
の
兄
神
様
を
奉
ら
れ
て
い
ま

す
。
御
神
門
正
面
に
は
樹
齢
二
千
六

百
年
の
楠
の
木
と
神
社
内
に
は
三
十

六
本
の
天
然
記
念
物
に
登
録
さ
れ
て

い
る
楠
の
木
が
あ
る
よ
う
で
す
。
御

拝
殿
で
は
私
も
「
世
界
の
人
々
が
平

和
な
生
活
を
、
ま
た
北
島
町
民
の
ご

健
康
と
、
婦
人
会
の
ご
発
展
」
を
祈

願
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
院
内
に
は

鎧
、
兜
、
刀
剣
類
の
国
宝
重
要
文
化

財
の
指
定
を
受
け
た
武
具
類
が
多
く

保
存
さ
れ
歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
は

満
足
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
生
口
島
で
は
昼
食
を
す
ま
せ

ち
ょ
う
せ
い

潮
聲
山
耕
山
寺
（
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
）
敷
地
内
は
一
万
五
千
坪
の
広

さ
建
造
物
は
、
日
光
東
照
宮
の
よ
う

な
豪
華
絢
爛
の
建
物
ば
か
り
で
皆
様

驚
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
境
内
に
は

創
立
者
の
母
親
思
い
の
句
碑
「
世
の

母
は

み
な
観
世
音

花
の
春
」
が

目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
他
に
「
未
来

心
の
丘
」
は
白
い
大
理
石
の
庭
園
で

広
さ
五
千
㎡
に
お
よ
ぶ
大
理
石
の
全

て
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
船
で
運
ん
で
来

た
よ
う
で
す
。
大
小
様
々
な
形
を
し

た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
広
場
は
、
と
っ

て
も
美
し
か
っ
た
で
す
。
帰
り
は
瀬

戸
大
橋
を
渡
り
北
島
町
に
向
か
い
ま

し
た
。
行
き
も
帰
り
も
バ
ス
の
中
で

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
皆
さ
ん
思
い
思
い

の
満
足
感
が
あ
っ
た
よ
う
で
会
長
は

じ
め
本
部
役
員
一
同
皆
様
の
喜
ん
で

頂
く
笑
顔
が
見
ら
れ
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。
今
年
も
皆
様
に
と
っ
て
佳
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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